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(57)【要約】
【課題】フォーカス状態や球面収差の調整を短時間で完
了できるようにする。
【解決手段】
　光記録媒体の各記録層に、フォーカス状態又は球面収
差の調整に用いる調整用記録領域（プリライトエリア）
を設ける。この調整用記録領域に調整用データを記録す
る。さらに調整用データの記録に応じて、判別情報記録
領域に記録済判別情報を記録する。記録装置／再生装置
は、記録動作又は再生動作の際に、光記録媒体の判別情
報記録領域における記録済判別情報を確認することで、
各記録層における調整用記録領域に調整用データが記録
されているか否かを即座に認識できる。そして調整用記
録領域に調整用データが記録されていれば、調整用記録
領域の再生を行いながらフォーカス状態や球面収差の調
整を迅速に実行できる。
【選択図】　　　図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１又は複数の記録層が形成された光記録媒体であって、
　１又は複数の各記録層における所定位置に、記録又は再生に用いるレーザ光のフォーカ
ス状態又は球面収差を調整するための調整用データが記録される調整用記録領域が設けら
れていると共に、
　上記各記録層における上記調整用記録領域に上記調整用データが記録済であるか否かを
示す記録済判別情報を記録する判別情報記録領域が設けられていることを特徴とする光記
録媒体。
【請求項２】
　上記判別情報記録領域に記録される上記記録済判別情報は、上記各記録層のそれぞれに
１ビットが対応して、上記１ビット値により上記調整用データが記録済であるか否かを示
す情報とされることを特徴とする請求項１に記載の光記録媒体。
【請求項３】
　１回データが書込可能なライトワンス型記録媒体であることを特徴とする請求項１に記
載の光記録媒体。
【請求項４】
　１又は複数の記録層が形成された光記録媒体であって、１又は複数の各記録層における
所定位置に、記録又は再生に用いるレーザ光のフォーカス状態又は球面収差を調整するた
めの調整用データが記録される調整用記録領域が設けられていると共に、上記各記録層に
おける上記調整用記録領域に上記調整用データが記録済であるか否かを示す記録済判別情
報を記録する判別情報記録領域が設けられている光記録媒体に対してデータ記録を行う記
録装置において、
　上記光記録媒体に対してデータ記録を行う記録手段と、
　上記調整用記録領域に対して、上記調整用データを、上記記録手段に記録させる制御手
段と、
　を備えたことを特徴とする記録装置。
【請求項５】
　上記制御手段は、上記調整用記録領域に対して上記調整用データを上記記録手段に記録
させた場合、その記録に応じて、上記判別情報記録領域に上記記録済判別情報を上記記録
手段に記録させることを特徴とする請求項４に記載の記録装置。
【請求項６】
　上記制御手段は、上記判別情報記録領域における上記記録済判別情報により、上記各記
録層の上記調整用記録領域の記録状態を判別し、当該判別結果に基づいて、全部又は一部
の記録層における上記調整用記録領域に対して上記調整用データを上記記録手段に記録さ
せることを特徴とする請求項４に記載の記録装置。
【請求項７】
　１又は複数の記録層が形成された光記録媒体であって、１又は複数の各記録層における
所定位置に、記録又は再生に用いるレーザ光のフォーカス状態又は球面収差を調整するた
めの調整用データが記録される調整用記録領域が設けられていると共に、上記各記録層に
おける上記調整用記録領域に上記調整用データが記録済であるか否かを示す記録済判別情
報を記録する判別情報記録領域が設けられている光記録媒体に対してデータの記録又は再
生を行う記録又は再生装置において、
　上記光記録媒体に対してデータの記録又は再生を行う記録又は再生手段と、
　上記記録又は再生手段が出力するレーザ光のフォーカス状態又は球面収差を調整する調
整手段と、
　上記記録又は再生手段により、上記調整用記録領域に記録された上記調整用データを再
生させながら、上記調整手段により上記フォーカス状態又は球面収差を調整させる制御手
段と、
　を備えたことを特徴とする記録又は再生装置。
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【請求項８】
　上記制御手段は、上記判別情報記録領域における上記記録済判別情報により、上記調整
用記録領域に上記調整用データが記録されていることを判別した場合に、上記記録又は再
生手段に上記調整用記録領域に記録された上記調整用データを再生させ、上記調整手段に
上記フォーカス状態又は球面収差の調整を実行させることを特徴とする請求項７に記載の
記録又は再生装置。
【請求項９】
　１又は複数の記録層が形成された光記録媒体であって、１又は複数の各記録層における
所定位置に、記録又は再生に用いるレーザ光のフォーカス状態又は球面収差を調整するた
めの調整用データが記録される調整用記録領域が設けられていると共に、上記各記録層に
おける上記調整用記録領域に上記調整用データが記録済であるか否かを示す記録済判別情
報を記録する判別情報記録領域が設けられている光記録媒体に対する記録方法として、
　上記調整用記録領域に上記調整用データを記録する調整用データ記録ステップと、
　上記調整用データ記録ステップによる記録に応じて、上記判別情報記録領域に上記記録
済判別情報を記録する判別情報記録ステップと、
　を備えることを特徴とする記録方法。
【請求項１０】
　１又は複数の記録層が形成された光記録媒体であって、１又は複数の各記録層における
所定位置に、記録又は再生に用いるレーザ光のフォーカス状態又は球面収差を調整するた
めの調整用データが記録される調整用記録領域が設けられていると共に、上記各記録層に
おける上記調整用記録領域に上記調整用データが記録済であるか否かを示す記録済判別情
報を記録する判別情報記録領域が設けられている光記録媒体に対する記録又は再生方法と
して、
　上記判別情報記録領域における上記記録済判別情報により、上記調整用記録領域に上記
調整用データが記録されているか否かを判別する判別ステップと、
　上記判別ステップにより上記調整用データが記録されていると判別されたら、上記調整
用記録領域に記録された上記調整用データを再生させながら、上記フォーカス状態又は球
面収差の調整を行う調整ステップと、
　を備えたことを特徴とする記録又は再生方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は光ディスク等の光記録媒体と、光記録媒体に対する記録装置、記録又は再生装
置、記録方法、記録又は再生方法に関する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００２】
【特許文献１】特開２００４－２８０８６４号公報
【特許文献２】特開２００４－２９５９４８号公報
【背景技術】
【０００３】
　デジタルデータを記録・再生するための技術として、例えば、ＣＤ（Compact Disc），
ＤＶＤ（Digital Versatile Disc）などの、光ディスクを記録メディアに用いたデータ記
録技術がある。光ディスクとは、金属薄板をプラスチックで保護した円盤に、レーザ光を
照射し、その反射光の変化で信号を読み取る記録メディアの総称である。
　光ディスクには、例えばＣＤ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭなどとして知られている
ように再生専用タイプのものと、ＭＤ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ、ＤＶＤ－Ｒ、ＤＶＤ－Ｒ
Ｗ、ＤＶＤ＋ＲＷ、ＤＶＤ－ＲＡＭなどで知られているようにユーザーデータが記録可能
なタイプがある。記録可能タイプのものは、光磁気記録方式、相変化記録方式、色素膜変
化記録方式などが利用されることで、データが記録可能とされる。色素膜変化記録方式は
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ライトワンス記録方式とも呼ばれ、一度だけデータ記録が可能で書換不能であるため、デ
ータ保存用途などに好適とされる。一方、光磁気記録方式や相変化記録方式は、データの
書換が可能であり音楽、映像、ゲーム、アプリケーションプログラム等の各種コンテンツ
データの記録を始めとして各種用途に利用される。
【０００４】
　更に近年、ブルーレイディスク（Blu-ray Disc）と呼ばれる高密度光ディスクが開発さ
れ、著しい大容量化が図られている。
　例えばこの高密度ディスクでは、波長４０５ｎｍのレーザ（いわゆる青色レーザ）とＮ
Ａが０．８５の対物レンズの組み合わせという条件下でデータ記録再生を行うとし、トラ
ックピッチ０．３２μｍ、線密度０．１２μｍ／ｂｉｔで、６４ＫＢ（キロバイト）のデ
ータブロックを１つの記録再生単位として、フォーマット効率約８２％としたとき、直系
１２ｃｍのディスクに２３．３ＧＢ（ギガバイト）程度の容量を記録再生できる。
　また、同様のフォーマットで、線密度を０．１１２μｍ／ｂｉｔの密度とすると、２５
ＧＢの容量を記録再生できる。
　さらに、記録層を２層とすることにより、容量は上記の２倍の４６．６ＧＢ、或いは５
０ＧＢの大容量のディスクとすることができる。
　もちろん記録層を３、４、・・・ｎ層とすることにより、２３．３ＧＢ、或いは２５Ｇ
Ｂのｎ倍の大容量のディスクを実現できる。
　このような高密度ディスクにおいても、ライトワンス型や書換可能型が開発されている
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところがこのように高密度ディスクでは、レーザの短波長化や高ＮＡ化から、ディスク
に対して記録／再生を行うときのデフォーカスや球面収差の許容範囲が、例えばＣＤやＤ
ＶＤ等に比較して狭くなり、フォーカスや球面収差の微調整が必要になる。特に記録層を
複数設けた多層ディスクの場合は、各層で微調整が必要となる。これらの場合にアクセス
性を考慮すると、フォーカスや球面収差の調整を短時間で行うことが望まれる。
【０００６】
　また、フォーカス状態や球面収差の調整は、データを再生しながら再生データの品質を
監視し、適正な状態に調整する動作を行うが、このためにはデータが予め記録されている
ことが必要である。ところがライトワンス型のディスクや相変化型のディスクでは、当然
ながら調整を行いたい時点で必ずしも常にデータが記録されているわけではない。
　そこでライトワンス型のディスクや相変化型のディスクの場合、レーザーパワー調整等
の記録条件調整の際に、フォーカス状態や球面収差の調整も行うようにしていた。即ち、
記録装置は記録動作の前に、所定のレーザパワー調整用領域にデータの試し書きを行い、
それを再生してレーザパワー調整等を行うが、このときに記録されたデータを再生してみ
てフォーカス状態や球面収差調整を行う。
　ところが、このようにレーザパワー等の記録条件調整とともにフォーカス状態や球面収
差調整を実行すると、処理が非常に煩雑化し、かつ相互に調整値が影響を与えあうことに
より、非常に長い時間を要する状況になっていた。
【０００７】
　そこで本発明は、フォーカスや球面収差を短時間で調整できるようにすることを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の光記録媒体は、１又は複数の記録層が形成された光記録媒体であって、１又は
複数の各記録層における所定位置に、記録又は再生に用いるレーザ光のフォーカス状態又
は球面収差を調整するための調整用データが記録される調整用記録領域が設けられている
と共に、上記各記録層における上記調整用記録領域に上記調整用データが記録済であるか
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否かを示す記録済判別情報を記録する判別情報記録領域が設けられているものである。
　また上記判別情報記録領域に記録される上記記録済判別情報は、上記各記録層のそれぞ
れに１ビットが対応して、上記１ビット値により上記調整用データが記録済であるか否か
を示す情報とされる。
　また、この光記録媒体は、１回データが書込可能なライトワンス型記録媒体であるとす
る。
【０００９】
　本発明の記録装置は、上記光記録媒体に対してデータ記録を行う記録装置であり、上記
光記録媒体に対してデータ記録を行う記録手段と、上記調整用記録領域に対して上記調整
用データを上記記録手段に記録させる制御手段とを備える。
　また上記制御手段は、上記調整用記録領域に対して上記調整用データを上記記録手段に
記録させた場合、その記録に応じて、上記判別情報記録領域に上記記録済判別情報を上記
記録手段に記録させる。
　また上記制御手段は、上記判別情報記録領域における上記記録済判別情報により、上記
各記録層の上記調整用記録領域の記録状態を判別し、当該判別結果に基づいて、全部又は
一部の記録層における上記調整用記録領域に対して上記調整用データを上記記録手段に記
録させる。
【００１０】
　本発明の記録又は再生装置は、上記光記録媒体に対してデータの記録又は再生を行う記
録又は再生装置であり、上記光記録媒体に対してデータの記録又は再生を行う記録又は再
生手段と、上記記録又は再生手段が出力するレーザ光のフォーカス状態又は球面収差を調
整する調整手段と、上記記録又は再生手段により上記調整用記録領域に記録された上記調
整用データを再生させながら、上記調整手段により上記フォーカス状態又は球面収差を調
整させる制御手段とを備える。
　また上記制御手段は、上記判別情報記録領域における上記記録済判別情報により、上記
調整用記録領域に上記調整用データが記録されていることを判別した場合に、上記記録又
は再生手段に上記調整用記録領域に記録された上記調整用データを再生させ、上記調整手
段に上記フォーカス状態又は球面収差の調整を実行させる。
【００１１】
　本発明の記録方法は、上記光記録媒体に対する記録方法であり、上記調整用記録領域に
上記調整用データを記録する調整用データ記録ステップと、上記調整用データ記録ステッ
プによる記録に応じて上記判別情報記録領域に上記記録済判別情報を記録する判別情報記
録ステップとを備える。
【００１２】
　本発明の記録又は再生方法は、上記光記録媒体に対する記録又は再生方法であって、上
記判別情報記録領域における上記記録済判別情報により、上記調整用記録領域に上記調整
用データが記録されているか否かを判別する判別ステップと、上記判別ステップにより上
記調整用データが記録されていると判別されたら、上記調整用記録領域に記録された上記
調整用データを再生させながら、上記フォーカス状態又は球面収差の調整を行う調整ステ
ップとを備える。
【００１３】
　記録層が１層又は多層の光記録媒体において、各層には上記調整用記録領域が設けられ
ている。また、例えば管理情報領域内などの所定領域に、上記判別情報記録領域が設けら
れている。すると、記録装置、再生装置は、判別情報記録領域の記録済判別情報に基づい
て、各記録層における調整用記録領域に調整用データが記録されているか否かを即座に認
識できる。例えば各記録層で調整用記録領域に調整用データが記録されているか否かを検
出するサーチ動作（再生を行ってみて、調整用データが得られるか否かを判別する動作）
を行うことなく、調整用記録領域の記録状態を判別できる。
　さらに、調整用記録領域に調整用データが記録されていることによれば、記録装置、再
生装置は、記録再生に先立って、調整用記録領域の再生を行いながらフォーカス状態や球
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面収差の調整を迅速に実行できる。複数の記録層を有する光記録媒体に対しては、各記録
層において、それぞれ調整用記録領域を利用してフォーカス状態や球面収差の調整を実行
できるため、各記録層に応じた微調整が可能となる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、光記録媒体の１又は複数の各記録層に、フォーカス状態又は球面収差
の調整に用いる調整用記録領域を設ける。また記録装置は、この調整用記録領域に調整用
データを記録する。さらに調整用データの記録に応じて、判別情報記録領域に記録済判別
情報を記録する。
　記録装置、再生装置は、記録動作又は再生動作の際に、光記録媒体の判別情報記録領域
における記録済判別情報を確認することで、各記録層における調整用記録領域に調整用デ
ータが記録されているか否かを即座に認識できる。そして調整用記録領域に調整用データ
が記録されていれば、調整用記録領域の再生を行いながらフォーカス状態や球面収差の調
整を迅速に実行できる。特に専用の調整用記録領域でレーザパワー等の記録条件調整とは
独立してフォーカス状態や球面収差を調整できるため、調整自体も短時間で完了できる。
　このことから、記録又は再生の際に、フォーカス状態や球面収差の調整を短時間で実行
できる。つまり記録再生の用意のための調整を短時間で完了でき、動作効率の良い記録装
置、再生装置を実現できる。またこれにより、適切なフォーカス状態や球面収差での記録
再生動作を実現できる。
　また複数の記録層を有する光記録媒体に対しては、各記録層において適切なフォーカス
状態や球面収差での記録再生動作を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施の形態のディスクの層構造の説明図である。
【図２】実施の形態の１層ディスクのエリア構造の説明図である。
【図３】実施の形態のディスクのリードインゾーンの説明図である。
【図４】実施の形態の１層ディスクのエリア構造の説明図である。
【図５】実施の形態の２層ディスクのエリア構造の説明図である。
【図６】実施の形態の２層ディスクの第１層のエリア構造の説明図である。
【図７】実施の形態の２層ディスクの第２層のエリア構造の説明図である。
【図８】実施の形態のｎ層ディスクのエリア構造の説明図である。
【図９】実施の形態の多層ディスクのトラックのスパイラル方向の説明図である。
【図１０】実施の形態のディスクのＤＭＡの説明図である。
【図１１】実施の形態のディスクのＤＤＳの説明図である。
【図１２】実施の形態のディスクのプリライトエリアフラグの説明図である。
【図１３】実施の形態のディスクのＤＦＬの説明図である。
【図１４】実施の形態のディスクのＤＦＬエントリの説明図である。
【図１５】実施の形態のディスクドライブ装置の構成のブロック図である。
【図１６】実施の形態の球面収差調整機構の説明図である。
【図１７】実施の形態の球面収差調整機構の説明図である。
【図１８】実施の形態のディスクドライブ装置のサーボ回路のブロック図である。
【図１９】実施の形態のディスクドライブ装置のＲＷ回路のブロック図である。
【図２０】実施の形態のフォーカスオフセット調整の説明図である。
【図２１】実施の形態の球面収差調整の説明図である。
【図２２】実施の形態のディスク装填時の処理のフローチャートである。
【図２３】実施の形態のディスク装填時の処理のフローチャートである。
【図２４】実施の形態のディスク装填時の処理のフローチャートである。
【図２５】実施の形態のディスク装填時の処理のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
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　以下、本発明の実施の形態を次の順序で説明する。なお、本発明の光記録媒体の実施の
形態として、高密度光ディスクを挙げ、また本発明の記録装置、記録又は再生装置の実施
の形態として、高密度光ディスクに対して記録再生を行うディスクドライブ装置を挙げる
。本発明の記録方法、記録又は再生方法は、ディスクドライブ装置で実行される方法とな
る。

［１．１層／２層／ｎ層ディスクの構造］
［２．ディスクの領域構造］
［３．ＤＭＡ］
［４．ディスクドライブ装置の構成］
［５．ディスク装填時の処理］
【００１７】
［１．１層／２層／ｎ層ディスクの構造］

　実施の形態の光ディスクは、いわゆるブルーレイディスクと呼ばれる高密度光ディスク
方式の範疇におけるライトワンス型ディスクとする。なお、ライトワンス型ディスク（追
記型ディスク）は、記録層として有機色素材料や、或いはＳｉ膜とＣｕ合金膜による無機
系材料が用いられるが、記録層を相変化記録膜（フェーズチェンジ記録膜）や光磁気記録
膜としたリライタブル型ディスク（書換可能型ディスク）であっても、以下説明していく
本実施の形態の構造は採用可能である。
【００１８】
　本実施の形態の高密度光ディスクの物理パラメータの一例について説明する。
　本例の光ディスクは、ディスクサイズとしては、直径が１２０ｍｍ、ディスク厚は１．
２ｍｍとなる。即ちこれらの点では外形的に見ればＣＤ（Compact Disc）方式のディスク
や、ＤＶＤ（Digital Versatile Disc）方式のディスクと同様となる。
　そして記録／再生のためのレーザとして、いわゆる青色レーザが用いられ、また光学系
が高ＮＡ（例えばＮＡ＝０．８５）とされること、さらには狭トラックピッチ（例えばト
ラックピッチ＝０．３２μｍ）、高線密度（例えば記録線密度０．１２μｍ）を実現する
ことなどで、直径１２ｃｍのディスクにおいて、ユーザーデータ容量として１つの記録層
で２３Ｇ～２５Ｇバイト程度を実現している。
【００１９】
　このような本例の光ディスクとしては、記録層が１層の１層ディスクと、記録層が２層
、３層・・・の２層ディスク、３層ディスク・・・（これらをまとめて「複数層ディスク
」或いは「ｎ層ディスク」ともいう。ｎは層数を意味する）としての種別がある。
　当然ながら、多数の記録層を設けることで、記録容量を大幅に拡大できる。
【００２０】
　図１（ａ）（ｂ）（ｃ）にそれぞれ１層ディスク、２層ディスク、ｎ層ディスクの層構
造を模式的に示している。なお図１（ｄ）には各ディスクにおいて各記録層に与えられる
レイヤーアドレスを示している。
　ディスク厚は１．２ｍｍであり、ポリカーボネートによる基板ＲＬの厚みが約１．１ｍ
ｍとなる。
　ディスク１に対して記録再生を行うディスクドライブ装置からの光学ビームを一点鎖線
で示しているが、この光学ビームは波長４０５ｎｍの青色レーザであり、ＮＡが０．８５
の対物レンズによって、図示するようにカバー層ＣＶＬ側から集光される。
【００２１】
　図１（ａ）の１層ディスクの場合は、例えば１．１ｍｍの厚みの基板ＲＬの上に、色素
変化記録膜等による記録層Ｌ０を形成し、その上に１００μｍのカバー層ＣＶＬを形成し
てある。
　記録再生時には、カバー層ＣＶＬ側から光学ビームが記録層Ｌ０に集光される。
　記録層Ｌ０のレイヤアドレスは「０」である。
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【００２２】
　図１（ｂ）の２層ディスクの場合は、例えば１．１ｍｍの厚みの基板ＲＬの上に、第１
の記録層Ｌ０を形成し、２５μｍの中間層ＭＬをはさみ、第２の記録層L１を形成し、７
５μｍのカバー層ＣＶＬを形成してある。
　記録再生時には、カバー層ＣＶＬ側から光学ビームが記録層Ｌ０、及びＬ１に集光され
る。
　第１の記録層L０のレイヤアドレスは「０」、第２の記録層L１のレイヤアドレスは「１
」である。各記録層に対しては、レイヤアドレス「０」「１」の順に記録再生されるもの
となる。
　なお第１の記録層Ｌ０は、１層ディスクの場合と同じく、カバー層ＣＶＬの表面ＣＶＬ
ｓからは１００μｍの位置に形成してある。
【００２３】
　図１（ｃ）のｎ層ディスクの場合は、例えば１．１ｍｍの厚みの基板ＲＬの上に、第１
の記録層Ｌ０を形成し、２５μｍの中間層ＭＬをはさみ、第２の記録層L１を形成する。
さらに第３の記録層以降も、それぞれ２５μｍの中間層ＭＬをはさんで形成される。つま
り第ｎ層では、第ｎ－１の記録層の上に、中間層ＭＬをはさんで、第ｎの記録層が形成さ
れる。
　カバー層ＣＶＬの厚みは、１００－(n-1)×２５μｍとなる。
　記録再生時には、カバー層ＣＶＬ側から光学ビームが記録層Ｌ０、Ｌ１・・・・Ｌｎに
集光される。
　第１の記録層L０のレイヤアドレスは「０」、第２の記録層L１のレイヤアドレスは「１
」・・・第ｎの記録層L（n-1）のレイヤアドレスは「ｎ－１」である。各記録層に対して
は、レイヤアドレス「０」「１」・・・「ｎ－１」の順に記録再生されるものとなる。
　第１の記録層Ｌ０は、１層ディスク、２層ディスクの場合と同じく、カバー層ＣＶＬの
表面ＣＶＬｓからは１００μｍの位置に形成してある。
【００２４】
　このように、１層ディスク、２層ディスク、およびｎ層ディスクにおいて、第１の記録
層Ｌ０を、カバー層ＣＶＬの表面ＣＶＬｓからは１００μｍの位置に形成している。また
複数層ディスクにおいて、第２～第ｎのフェーズチェンジ記録膜の記録層Ｌ１，Ｌ２・・
・Ｌ（ｎ－１）は、第１の記録層Ｌ０より、カバー層表面ＣＶＬｓ側に配置される。
　このため１層ディスク、２層ディスク、およびｎ層ディスクにおいて、第１の記録層Ｌ
０はポリカーボネート基板ＲＬ上に同様に形成することができ、製造工程の一部を共通化
できると共に、１層ディスク、２層ディスク、およびｎ層ディスクのそれぞれの第１の記
録層Ｌ０は、同様の記録再生特性を得ることができる。
【００２５】
　また複数層ディスクにおいて、第２の記録層以降（Ｌ１・・・Ｌ（ｎ－１））を、第１
の記録層Ｌ０より、カバー層の表面側に配置することにより、第２～第ｎの各記録層につ
いてのカバー層表面ＣＶＬｓまでの距離は順次短くなる。つまり、カバー層の厚さが順次
うすくなる。これによりディスクと光学ビームのチルト（傾き）許容角度が広がる。
　従って、第２から第ｎの記録層の記録再生特性を、第１の記録層Ｌ０に比較し、ゆるめ
ることができ、複数層ディスクの生産性を高め、コストダウンにつなげることができる。
【００２６】
　複数層ディスクにおいての第１から第ｎの各記録層に対して記録再生を行う際は、光学
ビームを各記録層に集光するとともに、カバー層表面ＣＶＬｓからの各記録層に対するカ
バー層ＣＶＬの厚さが異なるため、球面収差を各記録層に応じて補正し、記録再生するよ
うにする。
　１層ディスク、２層ディスク、およびｎ層ディスクは、いずれも第１の記録層Ｌ０が、
カバー層表面ＣＶＬｓからは１００μｍの位置に形成されている。従って、ディスクドラ
イブ装置にディスクが装填される前、或いは装填の際に光学ヘッドにおいて第１の記録層
Ｌ０に合わせて球面収差調整を行っておくことにより、１層ディスク、２層ディスク、ｎ
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層ディスクのいずれが装填された場合でも、レイヤアドレス「０」の第１の記録層Ｌ０に
光学ビームを良好に集光することができ、レイヤアドレス「０」から記録再生することが
できる。
【００２７】
［２．ディスクの領域構造］

　次に、１層ディスク、２層ディスク、ｎ層ディスクとしてのディスク１の領域構造を説
明する。
　図２は、１層ディスクについてのディスク１全体のレイアウト（領域構造）を示してい
る。
　ディスク１上の領域としては、内周側からリードインゾーン、データゾーン、リードア
ウトゾーンが配される。リードインゾーンとしては、内周側からＢＣＡ、プリレコーデッ
ド情報領域ＰＲ、管理／制御情報領域が形成される。
　また、記録・再生に関する物理的な領域構成としてみれば、リードインゾーンのうちの
最内周側のＢＣＡ（Burst Cutting Area）及びプリレコーデッド情報領域ＰＲが再生専用
エリア（ＰＢエリア）領域とされ、リードインゾーンの管理／制御情報領域からリードア
ウトゾーンまでが、１回記録可能なライトワンスエリア（ＷＯエリア）とされる。
　リードインゾーンの最内周のＢＣＡ（Burst Cutting Area）は、例えば高出力のレーザ
ーで、記録層を焼ききる記録方式により、半径方向にバーコード上の信号を記録する。こ
れによりディスク１枚１枚にユニークなＩＤが記録される。そしてこのユニークＩＤによ
り、ディスク１へのコンテンツのコピーを管理するようにしている。
【００２８】
　ＢＣＡを除いた再生専用エリア、つまりプリレコーデッド情報領域ＰＲと、ＷＯエリア
の全域には、ウォブリンググルーブ（蛇行された溝）による記録トラックがスパイラル状
に形成されている。グルーブはレーザスポットによるトレースの際のトラッキングのガイ
ドとされ、かつこのグルーブが記録トラックとされてデータの記録再生が行われる。
　なお本例では、グルーブにデータ記録が行われる光ディスクを想定しているが、本発明
はこのようなグルーブ記録の光ディスクに限らず、グルーブとグルーブの間のランドにデ
ータを記録するランド記録方式の光ディスクに適用してもよいし、また、グルーブ及びラ
ンドにデータを記録するランドグルーブ記録方式の光ディスクにも適用することも可能で
ある。
【００２９】
　また記録トラックとされるグルーブは、ウォブル信号に応じた蛇行形状となっている。
そのため、光ディスクに対するディスクドライブ装置では、グルーブに照射したレーザス
ポットの反射光からそのグルーブの両エッジ位置を検出し、レーザスポットを記録トラッ
クに沿って移動させていった際におけるその両エッジ位置のディスク半径方向に対する変
動成分を抽出することにより、ウォブル信号を再生することができる。
　このウォブル信号には、その記録位置における記録トラックのアドレス情報（物理アド
レスやその他の付加情報等）が変調されている。そのため、ディスクドライブ装置では、
このウォブル信号からアドレス情報等を復調することによって、データの記録や再生の際
のアドレス制御等を行うことができる。ウォブリンググルーブによって記録されているア
ドレス等の情報はＡＤＩＰ情報（Address in Pregroove）と呼ばれる。
【００３０】
　再生専用エリアにおけるプリレコーデッド情報領域ＰＲには、ＰＩＣ（Permanent Info
rmation & Calibration）情報として、あらかじめ記録再生レーザパワー条件やレーザ駆
動パルス波形条件等のディスク記録条件の推奨情報や、コピープロテクションにつかう情
報等を、ウォブリンググルーブによって記録してある。つまり書換不能な再生専用の情報
として記録されている。
　なお、エンボスピット等によりこれらのＰＩＣ情報を記録してもよい。
【００３１】
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　管理／制御情報領域については後述する。
　データゾーンは、実際にユーザーデータを記録再生するエリアである。
　データゾーンには、パーソナルコンピュータユース等において、ディフェクト等により
記録再生できない部分が存在した場合、記録再生できない部分（セクタ、クラスタ）を交
替する交替エリアとして、ユーザーデータを記録再生するデータエリアの前後にＩＳＡ(I
nner spare area)、ＯＳＡ(outer spare area)を設定する。ただし、ビデオ記録再生等の
、高転送レートのリアルタイム記録では、交替エリアを設定しない場合もある。
　また、ライトワンスメディアは物理的にデータ書換を行うことができないが、交替処理
を利用して論理的に書換が実現できるようにもできる。つまり、既に或るブロック（クラ
スタ等の領域）に記録されたデータを書き換えようとする場合、新たなデータを他のブロ
ックに記録し、これを欠陥交替の場合と同様に交替管理情報として管理することで、論理
的にオーバーライトを実現する。そのような書換の場合の交替先として、ＩＳＡ、ＯＳＡ
内のブロックを使用することも考えられる。
【００３２】
　データゾーンの外周側は、リードアウトゾーンとされる。このリードアウトゾーンは、
シークの際、オーバーランしてもよいようにバッファエリアとしてつかわれる。
　なお、リードアウトゾーンには、リードインゾーンと同様に後述するＤＭＡの情報を記
録することもある。
　このような１層ディスクでは、アドレスのオーダーは、内周から外周の方向に記録され
ており、ディスクドライブ装置による記録再生は、内周から外周の方向に行なわれる。
【００３３】
　図２においてＷＯエリアとした範囲における各領域の位置を図３に示す。
　図３に示すように、ＷＯエリアは、ディスク１の半径２３．２３５ｍｍから５８．５０
０ｍｍの範囲となる。
　リードインゾーンは、半径２４ｍｍより内側に位置する。また半径２４ｍｍ～５８ｍｍ
の範囲がデータゾーン、半径５８ｍｍ～５８．５ｍｍの範囲がリードアウトゾーンとされ
る。
【００３４】
　図３に示すように、リードインゾーンにおいて半径２３．２３５～２４ｍｍが管理／制
御情報領域とされ、ここにインフォメーションエリアInfo1、Info2や、テストライトエリ
アＯＰＣ、テンポラリディスクマネジメントエリア（ＴＤＭＡ：Temporary Disc Managem
ent Area）が設けられる。
　半径２３．２７８～２３．６２１ｍｍの範囲のテストライトエリアＯＰＣは記録／再生
時のレーザパワー等、記録マークの記録再生条件を設定する際の試し書きなどに使われる
。即ち記録再生条件調整のために設けられる領域である。
　半径２３．９５８～２４ｍｍの範囲のインフォメーションエリアInfo1、及び半径２３
．２３５～２３．２７８ｍｍの範囲のインフォメーションエリアInfo2には、ディスクマ
ネジメントエリア（ＤＭＡ：Disc Management Area）やコントロールデータが含まれる。
ディスクマネジメントエリア（ＤＭＡ）はディスク上のディフェクト情報を管理する情報
を記録再生する。
　半径２３．６２１～２３．９５８ｍｍの範囲はＴＤＭＡ（Temporary Disc Management 
Area）とされる。
【００３５】
　記録再生密度は、たとえば、トラックピッチ０．３２μｍ、線密度０．１２μｍ／bit
とされる。
　そしてユーザーデータ６４ＫＢを１クラスタとし、このユーザデータの１クラスタを単
位として記録再生が行われる。
　その場合、リードインゾーンにおけるインフォメーションエリアInfo2には、２５６ク
ラスタ、テストライトエリアＯＰＣには２０４８クラスタ、ＴＤＭＡには２０４８クラス
タ、インフォメーションエリアInfo1には２５６クラスタ存在することになる。
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　ユーザーデータを記録再生するデータゾーンは３５５６０３クラスタあることになる。
従ってユーザーデータの記録容量は、６４ＫＢ×355603 = 約２３．３ＧＢである。
　リードアウトゾーンでは７４２９クラスタある。
【００３６】
　図２に示した１層ディスクにおいて、プリレコーデッド情報領域ＰＲと管理／制御情報
領域をより詳細に示したものが図４である。
　上記のように再生専用エリアＰＢにはプリレコーデッド情報領域ＰＲが形成されるが、
図４のように、このプリレコーデッド情報領域ＰＲは、内周側がプロテクションゾーンと
され、外周側にウォブリンググルーブによって上述したＰＩＣ情報が記録される。
【００３７】
　上記図３に各領域の半径位置を示したが、１層ディスクにおける管理／制御情報領域に
は、図４に示すように、内周から順に、インフォメーションエリアInfo2、テストライト
エリアＯＰＣ０、ＴＤＭＡ０、インフォメーションエリアInfo1が配置される。
　２５６クラスタの領域となるインフォメーションエリアInfo2の内訳は、１６０クラス
タのリザーブ領域、３２クラスタのＤＭＡ２、３２クラスタのコントロールデータ（Cont
rol Data 2）、３２クラスタのバッファとなる。
　また２５６クラスタの領域となるインフォメーションエリアInfo1の内訳は、３２クラ
スタのプリライトエリア（Pre-write Area）、３２クラスタのドライブエリア（Drive Ar
ea）、３２クラスタのＤＭＡ１、３２クラスタのコントロールデータ（Control Data 1）
、３２クラスタのバッファとなる。
【００３８】
　インフォメーションエリアInfo1、Info2における２つのコントロールデータ（Control 
Data 1、Control Data 2）には、同一の情報が記録される。
　すなわち、ディスクタイプ、ディスクサイズ、ディスクバージョン、層構造、チャンネ
ルビット長、ＢＣＡ情報、転送レート、データゾーン位置情報、記録線速度、記録／再生
レーザパワー情報などが記録される。
【００３９】
　インフォメーションエリアInfo1、Info2における２つのＤＭＡ（ＤＭＡ１，ＤＭＡ２）
は、欠陥交替や論理的な書換等を管理する交替管理情報として同一の情報が記録される。
　なお、一般にディスク記録再生システムの分野では、欠陥管理のための交替管理情報が
記録される領域であるＤＭＡは「Defect Management Area 」と呼ばれる。しかしながら
本例のディスクでは、ＤＭＡは欠陥箇所の交替管理のみではなく、このライトワンス型デ
ィスクにおいて論理的にデータ書換を実現するための管理情報も記録できる。このためＤ
ＭＡを「Disc Management Area 」として呼ぶこととしている。
　なお、交替処理を利用して欠陥管理やデータ書換を可能にするためには、データ書換等
に応じてＤＭＡの内容も更新されていかなければならない。このためＴＤＭＡ０が設けら
れる。
　ＤＭＡに記録すべき交替管理情報は、当初はＴＤＭＡ０を用いて記録され、またデータ
書換や欠陥による交替処理が発生することに応じて、交替管理情報がＴＤＭＡに追加記録
されていく形で更新されていく。
　従って、例えばディスクをクローズ（＝ファイナライズ）するまでは、ＤＭＡは使用さ
れず、ＴＤＭＡにおいて交替管理が行われる。本例のライトワンス型ディスクは、最終的
にクローズ処理が行われ、それ以降は記録ができないものとなるが、このクローズの時点
においてＴＤＭＡに記録されている最新の交替管理情報が、ＤＭＡに記録され、ＤＭＡに
よる交替管理が可能となる。
　ＤＭＡ（及びＴＤＭＡ）に記録される情報内容については後に詳述する。
【００４０】
　インフォメーションエリアInfo1におけるバッファは、コントロールデータ（Control D
ata 1）とデータゾーンを離すためのバッファ領域であり、またインフォメーションエリ
アInfo2におけるバッファは、コントロールデータ（Control Data 2）とテストライトエ
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リアＯＰＣ０を離すためのバッファ領域である。
　インフォメーションエリアInfo1におけるドライブエリアは、最適なディスクの記録再
生条件を検出したあとで、その条件をデータとして、記録再生する等に使われる。
【００４１】
　インフォメーションエリアInfo1におけるプリライトエリア（Pre-write Area）は、デ
ィスクドライブ装置がフォーカス状態や球面収差を調整するために用いるエリアである。
　例えば最初に記録層にデータを記録した際、あるいは、未記録ディスクがドライブに挿
入された際などに、あらかじめプリライトエリアに調整用データを記録する。このことに
より、次に各記録層で記録再生の際に、調整用データを再生させながらフォーカス、球面
収差の微調整を行うことができ、短時間に記録再生の調整を行うことができる。
【００４２】
　次に、図５に２層ディスクのディスクレイアウトの例を示す。
　２層ディスクでは、第１の記録層Ｌ０は、上記図２の１層ディスクと同様のディスクレ
イアウトとなる。但し、リードアウトゾーンに相当する部分は、記録再生の終了部分とし
て意味でのリードアウトとならないため、アウターゾーン０とされる。
【００４３】
　２層ディスクにおいて第２の記録層L１は、外周から内周へ向かって、アウターゾーン
１、データゾーン、リードアウトゾーンから構成される。
　この場合、リードアウトゾーンは半径２４ｍｍより内側に位置する。半径２１～２２．
２ｍｍにＢＣＡ（斜線部）、半径２２．２～２３．１ｍｍにプリレコーデッド情報領域Ｐ
Ｒ、半径２３．１～２４ｍｍに管理／制御情報領域が設けられる。
　そして半径２４～５８ｍｍがデータゾーン、半径５８～５８．５ｍｍがアウターゾーン
１とされる。
【００４４】
　この場合、第２の記録層L１には、ＢＣＡに相当するエリアが設けられてはいるが、ユ
ニークＩＤの記録は行われない。
　第１の記録層L０に、高出力のレーザーで、記録層を焼ききる記録方式により、半径方
向にバーコード上の信号を記録した際、第１の記録層Ｌ０のＢＣＡと厚み方向に同じ位置
にある第２の記録層Ｌ１のＢＣＡ（斜線部）にダメージがあり、第２の記録層Ｌ１に、ユ
ニークＩＤ等のＢＣＡ情報を新たに記録しても、信頼性のある記録ができない可能性があ
るからである。また逆に言えば、第２の記録層Ｌ１にはＢＣＡ記録を行わないことにより
、第１の記録層Ｌ０のＢＣＡの信頼性を高めるものとなる。
【００４５】
　一方、プリレコーデッド情報領域ＰＲにおいては、管理情報の信頼性を高めるため、ま
た、どの層においてもアクセス性を高めるため、第１層Ｌ０、第２層Ｌ１とも、同じ情報
が記録される。
【００４６】
　データゾーンには、第１層Ｌ０、第２層L１とも、１層ディスクの場合と同様に、ディ
フェクト等により記録再生できないエリア（セクタ、クラスタ）を交替する交替エリアと
して、内周にＩＳＡ０、ＩＳＡ１、外周にＯＳＡ０、ＯＳＡ１を設定する。ビデオ記録再
生等の、高転送レートのリアルタイム記録では、交替エリアを設定しない場合もある。
　アウターゾーンはシークの際、オーバーランしてもよいようにバッファエリアとしてつ
かわれる。また、アウターゾーンにＤＭＡを設け、交替管理情報を記録再生することもあ
る。
【００４７】
　２層ディスクでは、第１層Ｌ０のアドレスのオーダーは、内周から外周の方向に記録さ
れており、記録再生は内周から外周の方向に行う。
　第２層L１のアドレスのオーダーは、外周から内周の方向に記録されており、記録再生
は内周から外周の方向に行う。
　第１層Ｌ０は、内周から外周の方向に記録再生を行い、第２層L１では、外周から内周
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の方向に記録再生を行うので、第１層Ｌ０の外周で記録再生が終わると、第２層Ｌ１の外
周から継続して記録再生を行うことができる。
　つまり外周から内周へのフルシークを必要とせず、第１層Ｌ０から第２層Ｌ１へ連続し
て記録再生することができ、ビデオ記録再生等の、高転送レートのリアルタイム記録を長
時間行うことができる。
【００４８】
　図６，図７に、上記図４と同様の形式で、第１層Ｌ０，第２層Ｌ１のエリア構造を示し
ている。
　図６に示す２層ディスクにおける第１層Ｌ０のエリア構造は、上記図４と比較してわか
るように、１層ディスクにおける第１層Ｌ０とほぼ同様となる。但し、最外周側がリード
アウトゾーンではなく、アウターゾーン０となる。記録再生方向は矢印に示すように内周
側から外周側に向かうものとなる。
　図７に示す２層ディスクにおける第２層Ｌ１のエリア構造は、第１層Ｌ０とほぼ同様と
なる。但し、内周側がリードアウトゾーンとなることから、リードアウトゾーンにおいて
、内周から順に、インフォメーションエリアInfo2、テストライトエリアＯＰＣ１、ＴＤ
ＭＡ１、インフォメーションエリアInfo1が配置される。記録再生方向は矢印に示すよう
に外周側から内周側に向かうものとなる。
　そして、図６，図７からわかるように、第１層Ｌ０、第２層Ｌ１の両方に、インフォメ
ーションエリアInfo1内においてプリライトエリアが形成される。
【００４９】
　図８に、ｎ層ディスク（ここでは３層以上のディスク）のディスクレイアウトの例を示
す。
　ｎ層ディスクでは、第１の記録層Ｌ０は、１層ディスク、２層ディスクと同様のディス
クレイアウトである。ただし、１層ディスクにおけるリードアウトゾーンに相当する部分
はアウターゾーン０となる。
　第２の記録層L１は、２層ディスクの第２の記録層Ｌ１と同様のディスクレイアウトで
ある。ただし、２層ディスクの第２の記録層Ｌ１における内周側となったリードアウトゾ
ーンは、３層以上のディスクでは記録再生終端ではないためインナーゾーン１とされる。
【００５０】
　第ｎの記録層Ln-1は、第２の記録層L１と同様のディスクレイアウトである。第ｎの記
録層Ln-１には、第２の記録層L１と同様の理由で、ＢＣＡに対する記録は行わない。
　またプリレコーデッド情報領域ＰＲについては、管理情報の信頼性を高めるため、また
、どの層においてもアクセス性を高めるため、第１層Ｌ０、第２層Ｌ１・・・第ｎ層Ln-1
とも同じ情報を記録してある。
【００５１】
　データゾーンには、第１層Ｌ０、第２層L１・・・第ｎ層Ln-1とも、１層ディスクと同
様、ディフェクト等により記録再生できないエリア（セクタ、クラスタ）を交替する交替
エリアとして、内周にＩＳＡ０、ＩＳＡ１・・・ＩＳＡ（n-1）、外周にＯＳＡ０、ＯＳ
Ａ１・・・ＯＳＡ（n-1）を設定する。ビデオ記録再生等の、高転送レートのリアルタイ
ム記録では、交替エリアを設定しない場合もある。
【００５２】
　第ｎ層の「ｎ」が奇数である場合、第ｎ層の内周側がインナーゾーンとなり、外周側が
リードアウトゾーンとなる。
　その場合、第ｎ層Ln-1のアドレスのオーダーは、内周から外周の方向に記録されており
、記録再生は内周から外周の方向に行う。
　第ｎ層の「ｎ」が偶数である場合、第ｎ層の内周側がリードアウトゾーンとなり、外周
側がアウターゾーンとなる。
　その場合、第ｎ層Ln-1のアドレスのオーダーは、外周から内周の方向に記録されており
、記録再生は外周から内周の方向に行う。
【００５３】
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　このような記録再生の進行が行われることで、上述した２層ディスクの場合と同様、外
周から内周へのフルシークを必要とせず、第１層Ｌ０内周→外周、第２層Ｌ１外周→内周
、・・・第ｎ層Ｌn-1内周（ｎが奇数のとき。偶数のときは外周）→外周（ｎ奇数のとき
。偶数のときは内周）と順次記録再生することができ、ビデオ記録再生等の、高転送レー
トのリアルタイム記録を長時間行うことができる。
【００５４】
　第３層以上の各記録層の内周側となるインナーゾーン又はリードアウトゾーンには、第
１層Ｌ０、第２層Ｌ１と同様に、管理／制御情報領域が形成され、インフォメーションエ
リアInfo2、テストライトエリアＯＰＣ１、ＴＤＭＡ１、インフォメーションエリアInfo1
を設けることができる。
　また第３層以上の各記録層の外周側となるアウターゾーン又はリードアウトゾーンはバ
ッファ領域として用いられる他、ＤＭＡを設け、交替管理情報を記録再生するようにして
もよい。
　内外周の各ＤＭＡには、それぞれがすべての層を対象とした交替管理情報、つまり同一
内容の交替管理情報が記録されるものとなる。
　第１から第ｎの記録層のそれぞれのＤＭＡのいずれかにおいて、第１から第ｎの記録層
の交替管理情報を記録することにより、すべての層の交替管理情報を一元的に扱うことが
できる。
【００５５】
　そして、図示は省略するが、ｎ層ディスクの場合も、全ての記録層に管理／制御情報領
域が形成され、その中のインフォメーションエリアInfo1内においてプリライトエリアが
形成されている。つまりフォーカス状態や球面収差を調整するためのプリライトエリアは
、全ての記録層に用意されているものとなっている。
【００５６】
　図９にディスクの各記録層におけるグルーブトラックのスパイラル方向を示す。
　１層ディスクの場合は、グルーブトラックは、光学ビームの入射側（カバー層ＣＶＬ側
）からみて、図９（ａ）のように反時計周りの方向に、内周から外周へスパイラル状に形
成される。
　２層ディスクの場合は、第１の記録層Ｌ０では、１層ディスクと同様、図９（ａ）のよ
うに反時計周りの方向に、内周から外周へスパイラル状に形成される。
　一方、第２の記録層L１では、グルーブトラックは、光学ビームの入射側（カバー層Ｃ
ＶＬ側）からみて、図９（ｂ）のように反時計周りの方向に、外周から内周へスパイラル
状に形成される。
　ｎ層ディスクの場合、奇数番目の記録層（第１層Ｌ０、第３層Ｌ２・・・）では、１層
ディスクと同様、図９（ａ）のように光学ビームの入射側からみて反時計周りの方向に、
内周から外周へスパイラル状に形成される。
　一方、偶数番目の記録層（第２層L１、第４層Ｌ３・・・）では、グルーブトラックは
、光学ビームの入射側からみて、図９（ｂ）のように反時計周りの方向に、外周から内周
へスパイラル状に形成される。
【００５７】
　以上のようなグルーブトラック構造により、１層ディスク、２層ディスク、ｎ層ディス
クのすべての記録層は、ディスク回転方向を同じにして記録再生できる。
　また２層ディスク、ｎ層ディスクでも、ディスク回転方向をかえずに、第１層Ｌ０内周
→Ｌ０外周→第２層Ｌ１外周→Ｌ１内周→・・・→第ｎ層Ｌn-1内周（ｎが奇数のとき。
偶数のときは外周）→Ｌn-1外周（ｎ奇数のとき。偶数のときは内周）と順次記録再生す
ることができ、ビデオ記録再生等の、高転送レートのリアルタイム記録に好適である。
【００５８】
　ところで、１つの記録層について考えると、トラックピッチ0.32um、線密度0.12um/bit
の密度で、６４ＫＢのデータブロックを１つの記録再生単位として、フォーマット効率を
約82%としたとき、直系１２cmのディスクに２３．３Ｇバイト程度の容量を記録再生でき
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ると先に述べた。
　このとき、データゾーンは、３５５６０３クラスタあることになる。
　アドレスは、３ビットのレイヤアドレスと１９ビットのレイヤー内アドレス（ＲＵＢア
ドレス）であらわす。
　１クラスタに２ビットのアドレスをおいたとき、奇数番目の記録層では、１９ビットの
レイヤー内アドレスは、データゾーンでは、半径２４mmで０２００００ｈ、半径５８mmで
１７ｂ４４ｃｈとなる（「ｈ」は１６進表記を表す）。
　偶数番目の記録層では、奇数番目の記録層のアドレスの補数をとってつかう。
　１９ビットのレイヤー内アドレスは、データゾーンでは、半径５８mmで０８４ｂｂ３ｈ
、半径２４mmで１ｄｆｆｆｆｈとなる。
【００５９】
　つまり、奇数番目の記録層では、アドレスは内周から外周へカウントアップされ、偶数
番目の記録層では、アドレスは外周から内周へカウントアップされる。
偶数番目の記録層では、奇数番目の記録層のアドレスの補数をとって使うことにより、レ
イヤー内アドレスは、１つの層のレイヤー内アドレスのビット数であらわせる。また奇数
番目の記録層と、偶数番目の記録層の、アドレスに対する半径の位置関係も知ることがで
きる。
【００６０】
［３．ＤＭＡ］

　交替管理情報を記録するＤＭＡの構造を図１０に示す。
　ここではＤＭＡのサイズは３２クラスタとする例を示す。但しＤＭＡサイズは３２クラ
スタに限定されるものではない。
　なお、１クラスタは６５５３６バイトであり、これはデータ記録の最小単位である。ま
た、２０４８バイトがセクタ（又はデータフレーム）と呼ばれる単位となり、従って１ク
ラスタは３２セクタ（又は３２データフレーム）となる。ユーザーデータのサイズで考え
れば、セクタとデータフレームは同一であるが、セクタは物理的なデータ単位、データフ
レームは論理的なデータ単位である。
　アドレスはセクタ単位で割り当てられる。物理セクタアドレスをＰＳＮ（Physical Sec
tor Number）、論理セクタアドレスをＬＳＮ（Logical Sector Number）と呼ぶ。
　図１０では、３２クラスタの各クラスタを、クラスタ番号１～３２としてＤＭＡにおけ
る各内容のデータ位置を示している。また各内容のサイズをクラスタ数として示している
。
【００６１】
　ＤＭＡにおいて、クラスタ番号１～４の４クラスタの区間にはＤＤＳ(Disc Definition
 Structure)としてディスクの詳細情報が記録される。
　このＤＤＳの内容は図１１で述べるが、ＤＤＳは１クラスタのサイズとされ、当該４ク
ラスタの区間において４回繰り返し記録される。
【００６２】
　クラスタナンバ５～８の４クラスタの区間は、ディフェクトリストＤＦＬの１番目の記
録領域（ＤＦＬ＃１）となる。ディフェクトリストＤＦＬは４クラスタサイズのデータと
なり、その中に、個々の交替アドレス情報（後述するＤＦＬエントリ）をリストアップし
た構成となる。
　クラスタナンバ９～１２の４クラスタの区間は、ディフェクトリストＤＦＬの２番目の
記録領域（ＤＦＬ＃２）となる。
　さらに、４クラスタずつ３番目以降のディフェクトリストＤＦＬ＃３～ＤＦＬ＃６の記
録領域が用意され、クラスタナンバ２９～３２の４クラスタの区間は、ディフェクトリス
トＤＦＬの７番目の記録領域（ＤＦＬ＃７）となる。
　つまり、３２クラスタのＤＭＡには、ディフェクトリストＤＦＬ＃１～ＤＦＬ＃７の７
個の記録領域が用意される。
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　本例のように１回書き込み可能なライトワンス型光ディスクの場合、このＤＭＡの内容
を記録するためには、クローズという処理を行う必要がある。その場合、ＤＭＡに書き込
む７つのディフェクトリストＤＦＬ＃１～ＤＦＬ＃７は互換性を考慮して全て同じ内容と
される。ディフェクトリストＤＦＬの構造は後述する。
【００６３】
　上記図１０のＤＭＡの先頭に記録されるＤＤＳの内容を図１１に示す。
　上記のようにＤＤＳは１クラスタ（＝６５５３６バイト）のサイズとされる。
　図１１においてバイト位置は、６５５３６バイトであるＤＤＳの先頭バイトをバイト０
として示している。バイト数は各データ内容のバイト数を示す。
【００６４】
　バイト位置０～１の２バイトには、ＤＤＳのクラスタであることを認識するための、Ｄ
ＤＳ識別子（DDS Identifier）＝「ＤＳ」が記録される。
　バイト位置２の１バイトに、ＤＤＳ型式番号（フォーマットのバージョン）が示される
。
　バイト位置４～７の４バイトには、ＤＤＳの更新回数（DDS Update Count）が記録され
る。なお、ＤＭＡ自体はクローズ（ファイナライズ）時に交替管理情報が書き込まれるも
のであって更新されるものではなく、クローズを行うまでは、交替管理情報の記録はＴＤ
ＭＡにおいて行われる。従って、最終的にクローズされる際に、ＴＤＭＡに書き込まれた
ＤＤＳ（ＴＤＤＳ：テンポラリＤＤＳ）の更新回数が、当該バイト位置に記録されるもの
となる。
【００６５】
　バイト位置１６～１９の４バイトには、ＤＭＡ内のドライブエリアの先頭物理セクタア
ドレスが記録される。
　バイト位置２４～２７の４バイトには、ＤＭＡ内のディフェクトリストＤＦＬの先頭物
理セクタアドレスが記録される。
　バイト位置３２～３５の４バイトは、データゾーンにおけるユーザーデータ領域の先頭
位置、つまりＬＳＮ（Logical Sector Number：論理セクタアドレス）”０”の位置を、
ＰＳＮ（Phisical Sector Number：物理セクタアドレス）によって示している。
　バイト位置３６～３９の４バイトは、データゾーンにおけるユーザーデータエリアの終
了位置をＬＳＮ（論理セクターアドレス）によって示している。
　バイト位置４０～４３の４バイトには、データゾーンにおけるＩＳＡ（内周側交替領域
）のサイズが示される。
　バイト位置４４～４７の４バイトには、データゾーンにおけるＯＳＡ（外周側交替領域
）のサイズが示される。
　バイト位置５２の１バイトには、ＩＳＡ、ＯＳＡを使用してデータ書換が可能であるか
否かを示す交替領域使用可能フラグ（Spare Area Full Flag）が示される。交替領域使用
可能フラグは、ＩＳＡ又はＯＳＡが全て使用された際に、それを示すものとされる。
【００６６】
　バイト位置５６の１バイトは、プリライトエリアフラグとされる。
　このプリライトエリアフラグの１バイトの構造を図１２に示す。１バイトにおけるbiT0
～bit7が、それぞれレイヤアドレス０～７に対応する。即ち第１層Ｌ０～第８層Ｌ７に対
応する。そして、１ビットの値「０」「１」で、その対応する記録層におけるプリライト
エリアが、調整用データ記録済であるか否かを示すものとされる。例えば「０」はプリラ
イトエリアが未記録の状態、「１」はプリライトエリアに調整用データが記録済の状態を
表す。
　例えばbit0の値により第１層Ｌ０の管理／制御情報領域内のプリライトエリアに調整用
データが記録済であるか否かが示される。
　同様にbit1～bit7の値により第２層Ｌ１～第８層Ｌ７のそれぞれのプリライトエリアに
調整用データが記録済であるか否かが示される。
【００６７】



(17) JP 2011-146127 A 2011.7.28

10

20

30

40

50

　次にＤＦＬ（ディフェクトリスト）の構成を述べる。
　図１３においてクラスタナンバ／データフレームナンバはＤＦＬ内のクラスタ番号と、
２０４８バイトのセクタ単位を示す。データフレーム内のバイト位置（Byte position in
 Data frame）は各データフレームでの内部のバイト位置を示す。
【００６８】
　ＤＦＬの内容として、バイト位置０からの６４バイトは、ＤＦＬの管理情報を収めるＤ
ＦＬヘッダ（Defect List Header）とされる。
　このＤＦＬヘッダは、ＤＦＬクラスタであることを認識する情報、バージョン、ＤＦＬ
アップデート（DFL記録更新）回数、ＤＦＬの情報ブロック（ＤＦＬエントリ）のエント
リー数等の情報で構成される。
【００６９】
　バイト位置６４以降は、複数の情報ブロックから構成されるリストオブディフェクト（
List of Defects）であり、一つ一つの情報ブロックの大きさは８バイトである。Ｎ個の
情報ブロックが存在する場合、その大きさはＮ×８バイトとなる。
　８バイトによる１つの情報ブロックが、１つの交替情報、つまりＤＦＬエントリとなる
。
　なおＤＦＬエントリとは、１つの欠陥領域の交替情報であるが、交替処理を利用してデ
ータ書換を行う場合の交替情報ともなる。
　リストオブディフェクトは、ＤＦＬエントリが複数集まって構成され、そのＤＦＬエン
トリの総数は、１層ディスクの場合、最大３２７５９個とされる。
　リストオブディフェクトの直後は、８バイトでテンポラリディフェクトリスト終端（De
fect List Terminator）が記録され、リストオブディフェクトが終了されることを示す。
以降、そのクラスタの最後までは０で埋められる。
【００７０】
　個々の情報ブロックである８バイトのＤＦＬエントリの構成を図１４に示す。
　８バイト（＝６４ビット）のうち、ビットｂ63～ｂ60の４ビットはＤＦＬエントリの種
別情報を示すステータス１とされる。例えば通常の交替情報としてのエントリか、或いは
交替無しのディフェクトクラスタとしてのエントリかなどを示す情報である。
　ビットｂ59～ｂ32の２８ビットは交替元アドレス（交替元クラスタの先頭ＰＳＮ）とさ
れる。
　ビットｂ31～ｂ28の４ビットはステータス２とされる。
　ビットｂ27～ｂ0の２８ビットは交替先アドレス（交替先クラスタの先頭ＰＳＮ）とさ
れる。
【００７１】
　通常、このＤＦＬエントリに記録された交替元アドレスと交替先アドレスで、１つのク
ラスタの交替処理が示される。つまり、欠陥検出に基づく交替処理、又はデータ書換のた
めの交替処理がエントリされる。通常は、交替先アドレスは、交替領域（ＩＳＡ、ＯＳＡ
）内のアドレスとなる。
【００７２】
　ＤＭＡにおいては、以上のようなデータ構造で、交替管理情報が記録される。但し、上
述したように、ＤＭＡにこれらの情報が記録されるのはディスクをクローズした際であり
、クローズに至るまでは、以上の交替管理情報がＴＤＭＡに追加記録されていくことで更
新されていく。そしてクローズ時に、ＴＤＭＡにおける最新の交替管理情報がＤＭＡに書
き込まれる。
　
【００７３】
［４．ディスクドライブ装置の構成］

　以上のディスク１に対して記録再生を行う本例のディスクドライブ装置の構成を図１５
に示す。



(18) JP 2011-146127 A 2011.7.28

10

20

30

40

50

　ディスク１は、図示しないターンテーブルに積載され、記録／再生動作時においてスピ
ンドルモータ５２によって一定線速度（ＣＬＶ）で回転駆動される。
　そして光学ピックアップ（光学ヘッド）５１によってディスク１上のグルーブトラック
のウォブリングとして埋め込まれたＡＤＩＰ情報の読み出しがおこなわれる。
　また記録時には光学ピックアップ５１によってトラックにユーザーデータが例えば色素
変化ピットとして記録され、再生時には光学ピックアップによって記録された色素変化ピ
ットの読出が行われる。
【００７４】
　ピックアップ５１内には、レーザ光源となるレーザダイオードや、反射光を検出するた
めのフォトディテクタ、レーザ光の出力端となる対物レンズ、レーザ光を対物レンズを介
してディスク記録面に照射し、またその反射光をフォトディテクタに導く光学系（後述す
る）が形成される。
　レーザダイオードは、例えば波長４０５ｎｍのいわゆる青色レーザを出力するものとさ
れる。また光学系によるＮＡは０．８５である。
【００７５】
　ピックアップ５１内において対物レンズは二軸機構によってトラッキング方向及びフォ
ーカス方向に移動可能に保持されている。
　またピックアップ５１全体はスレッド機構５３によりディスク半径方向に移動可能とさ
れている。
　またピックアップ５１におけるレーザダイオードはレーザドライバ６３からのドライブ
信号（ドライブ電流）によってレーザ発光駆動される。
　なお、後述するがピックアップ５１内にはレーザ光の球面収差を補正する機構が備えら
れており、システムコントローラ６０及びサーボ回路６１の制御によって球面収差調整が
行われる。
【００７６】
　ディスク１からの反射光情報はフォトディテクタによって検出され、受光光量に応じた
電気信号とされてマトリクス回路５４に供給される。
　マトリクス回路５４には、フォトディテクタとしての複数の受光素子からの出力電流に
対応して電流電圧変換回路、マトリクス演算／増幅回路等を備え、マトリクス演算処理に
より必要な信号を生成する。
　例えば再生データに相当する高周波信号（再生データ信号又はＲＦ信号ともいう）、サ
ーボ制御のためのフォーカスエラー信号、トラッキングエラー信号などを生成する。
　さらに、グルーブのウォブリングに係る信号、即ちウォブリングを検出する信号として
プッシュプル信号を生成する。
【００７７】
　マトリクス回路５４から出力される再生データ信号はリーダ／ライタ回路５５へ、フォ
ーカスエラー信号及びトラッキングエラー信号はサーボ回路６１へ、プッシュプル信号は
ウォブル回路５８へ、それぞれ供給される。
【００７８】
　リーダ／ライタ回路５５は、再生データ信号に対して２値化処理、ＰＬＬによる再生ク
ロック生成処理等を行い、フェイズチェンジマークとして読み出されたデータを再生して
、変復調回路５６に供給する。
　変復調回路５６は、再生時のデコーダとしての機能部位と、記録時のエンコーダとして
の機能部位を備える。
　再生時にはデコード処理として、再生クロックに基づいてランレングスリミテッドコー
ドの復調処理を行う。
　またＥＣＣエンコーダ／デコーダ５７は、記録時にエラー訂正コードを付加するＥＣＣ
エンコード処理と、再生時にエラー訂正を行うＥＣＣデコード処理を行う。
　再生時には、変復調回路５６で復調されたデータを内部メモリに取り込んで、エラー検
出／訂正処理及びデインターリーブ等の処理を行い、再生データを得る。
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　ＥＣＣエンコーダ／デコーダ５７で再生データにまでデコードされたデータは、システ
ムコントローラ６０の指示に基づいて、読み出され、ＡＶ（Audio-Visual）システム１２
０に転送される。
【００７９】
　グルーブのウォブリングに係る信号としてマトリクス回路５４から出力されるプッシュ
プル信号は、ウォブル回路５８において処理される。ＡＤＩＰ情報としてのプッシュプル
信号は、ウォブル回路５８においてＡＤＩＰアドレスを構成するデータストリームに復調
されてアドレスデコーダ５９に供給される。
　アドレスデコーダ５９は、供給されるデータについてのデコードを行い、アドレス値を
得て、システムコントローラ６０に供給する。
　またアドレスデコーダ５９はウォブル回路５８から供給されるウォブル信号を用いたＰ
ＬＬ処理でクロックを生成し、例えば記録時のエンコードクロックとして各部に供給する
。
【００８０】
　記録時には、ＡＶシステム１２０から記録データが転送されてくるが、その記録データ
はＥＣＣエンコーダ／デコーダ５７におけるメモリに送られてバッファリングされる。
　この場合ＥＣＣエンコーダ／デコーダ５７は、バファリングされた記録データのエンコ
ード処理として、エラー訂正コード付加やインターリーブ、サブコード等の付加を行う。
　またＥＣＣエンコードされたデータは、変復調回路５６においてＲＬＬ（１－７）ＰＰ
方式の変調が施され、リーダ／ライタ回路５５に供給される。
　記録時においてこれらのエンコード処理のための基準クロックとなるエンコードクロッ
クは上述したようにウォブル信号から生成したクロックを用いる。
【００８１】
　エンコード処理により生成された記録データは、リーダ／ライタ回路５５で記録補償処
理として、記録層の特性、レーザー光のスポット形状、記録線速度等に対する最適記録パ
ワーの微調整やレーザドライブパルス波形の調整などが行われた後、レーザドライブパル
スとしてレーザードライバ６３に送られる。
　レーザドライバ６３では供給されたレーザドライブパルスをピックアップ５１内のレー
ザダイオードに与え、レーザ発光駆動を行う。これによりディスク１に記録データに応じ
たピット（例えば色素変化ピット）が形成されることになる。
【００８２】
　なお、レーザドライバ６３は、いわゆるＡＰＣ回路（Auto Power Control）を備え、ピ
ックアップ５１内に設けられたレーザパワーのモニタ用ディテクタの出力によりレーザ出
力パワーをモニターしながらレーザーの出力が温度などによらず一定になるように制御す
る。
　記録時及び再生時のレーザー出力の目標値（記録レーザパワー／再生レーザパワー）は
システムコントローラ６０から与えられ、記録時及び再生時にはそれぞれレーザ出力レベ
ルが、その目標値になるように制御する。
【００８３】
　サーボ回路６１は、マトリクス回路５４からのフォーカスエラー信号、トラッキングエ
ラー信号から、フォーカス、トラッキング、スレッドの各種サーボドライブ信号を生成し
サーボ動作を実行させる。
　即ちフォーカスエラー信号、トラッキングエラー信号に応じてフォーカスドライブ信号
、トラッキングドライブ信号を生成し、ピックアップ５１内の二軸機構のフォーカスコイ
ル、トラッキングコイルを駆動することになる。これによってピックアップ５１、マトリ
クス回路５４、サーボ回路６１、二軸機構によるトラッキングサーボループ及びフォーカ
スサーボループが形成される。
【００８４】
　またサーボ回路６１は、システムコントローラ６０からのトラックジャンプ指令に応じ
て、トラッキングサーボループをオフとし、ジャンプドライブ信号を出力することで、ト
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ラックジャンプ動作を実行させる。
　またサーボ回路６１は、トラッキングエラー信号の低域成分として得られるスレッドエ
ラー信号や、システムコントローラ６０からのアクセス実行制御などに基づいてスレッド
ドライブ信号を生成し、スレッド機構５３を駆動する。スレッド機構５３には、図示しな
いが、ピックアップ５１を保持するメインシャフト、スレッドモータ、伝達ギア等による
機構を有し、スレッドドライブ信号に応じてスレッドモータを駆動することで、ピックア
ップ５１の所要のスライド移動が行なわれる。
【００８５】
　スピンドルサーボ回路６２はスピンドルモータ２を例えばＣＬＶ回転させる制御を行う
。
　スピンドルサーボ回路６２は、ウォブル信号に対するＰＬＬ処理で生成されるクロック
を、現在のスピンドルモータ５２の回転速度情報として得、これを所定のＣＬＶ基準速度
情報と比較することで、スピンドルエラー信号を生成する。
　またデータ再生時においては、リーダ／ライタ回路５５内のＰＬＬによって生成される
再生クロック（デコード処理の基準となるクロック）が、現在のスピンドルモータ５２の
回転速度情報となるため、これを所定のＣＬＶ基準速度情報と比較することでスピンドル
エラー信号を生成することもできる。
　そしてスピンドルサーボ回路６２は、スピンドルエラー信号に応じて生成したスピンド
ルドライブ信号を出力し、スピンドルモータ５２のＣＬＶ回転を実行させる。
　またスピンドルサーボ回路６２は、システムコントローラ６０からのスピンドルキック
／ブレーキ制御信号に応じてスピンドルドライブ信号を発生させ、スピンドルモータ２の
起動、停止、加速、減速などの動作も実行させる。
【００８６】
　以上のようなサーボ系及び記録再生系の各種動作はマイクロコンピュータによって形成
されたシステムコントローラ６０により制御される。
　システムコントローラ６０は、ＡＶシステム１２０からのコマンドに応じて各種処理を
実行する。
【００８７】
　例えばＡＶシステム１２０から書込命令（ライトコマンド）が出されると、システムコ
ントローラ６０は、まず書き込むべきアドレスにピックアップ５１を移動させる。そして
ＥＣＣエンコーダ／デコーダ５７、変復調回路５６により、ＡＶシステム１２０から転送
されてきたデータ（例えばＭＰＥＧ方式などの各種方式のビデオデータや、オーディオデ
ータ等）について上述したようにエンコード処理を実行させる。そして上記のようにリー
ダ／ライタ回路５５からのレーザドライブパルスがレーザドライバ６３に供給されること
で、記録が実行される。
【００８８】
　また例えばＡＶシステム１２０から、ディスク１に記録されている或るデータ（ＭＰＥ
Ｇ方式のビデオデータ等）の転送を求めるリードコマンドが供給された場合は、まず指示
されたアドレスを目的としてシーク動作制御を行う。即ちサーボ回路６１に指令を出し、
シークコマンドにより指定されたアドレスをターゲットとするピックアップ５１のアクセ
ス動作を実行させる。
　その後、その指示されたデータ区間のデータをＡＶシステム１２０に転送するために必
要な動作制御を行う。即ちディスク１からのデータ読出を行い、リーダ／ライタ回路５５
、変復調回路５６、ＥＣＣエンコーダ／デコーダ５７におけるデコード／バファリング等
を実行させ、要求されたデータを転送する。
【００８９】
　なお、これらのデータの記録再生時には、システムコントローラ６０は、ウォブル回路
５８及びアドレスデコーダ５９によって検出されるＡＤＩＰアドレスを用いてアクセスや
記録再生動作の制御を行う。
【００９０】
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　ところで、この図１５の例は、ＡＶシステム１２０に接続されるディスクドライブ装置
としたが、本発明のディスクドライブ装置としては例えばパーソナルコンピュータ等と接
続されるものとしてもよい。
　さらには他の機器に接続されない形態もあり得る。その場合は、操作部や表示部が設け
られたり、データ入出力のインターフェース部位の構成が、図１５とは異なるものとなる
。つまり、ユーザーの操作に応じて記録や再生が行われるとともに、各種データの入出力
のための端子部が形成されればよい。
　もちろん構成例としては他にも多様に考えられ、例えば記録専用装置、再生専用装置と
しての例も考えられる。
【００９１】
　球面収差調整機構について説明する。
　ピックアップ５１における球面収差調整機構としては、図１６又は図１７のように形成
されている。図１６、図１７の各図においてはピックアップ５１内の光学系を示している
。
【００９２】
　図１６において、半導体レーザ（レーザダイオード）８１から出力されるレーザ光は、
コリメータレンズ８２で平行光とされ、ビームスプリッタ８３を透過して、球面収差調整
のためのエキスパンダレンズ８７を介して進行し、対物レンズ８４からディスク１に照射
される。
　またディスク１からの反射光は、対物レンズ８４、エキスパンダレンズ８７を通ってビ
ームスプリッタ８３で反射され、集光レンズ８５を介してディテクタ８６に入射される。
【００９３】
　このような光学系においては、対物レンズ８４については二軸機構９１によってフォー
カス方向及びトラッキング方向に移動可能に支持されており、フォーカスサーボ、トラッ
キングサーボ動作が行われる。
　またエキスパンダレンズ８７は、レーザ光の径を可変する機能を持つ。即ちエキスパン
ダレンズ８７はアクチュエータ９０によって光軸方向であるＪ方向に移動可能とされてお
り、この移動によって、エキスパンダレンズ８７と対物レンズ８４の間の距離が可変され
、ディスク１に照射されるレーザ光の径が調整される。
　つまり、アクチュエータ９０に対して前後移動を実行させる制御を行うことで、球面収
差調整を実行させることができる。
【００９４】
　図１７（ａ）の例は、図１６と同様の光学系において、エキスパンダレンズ８７に代え
て液晶パネル８９を備えるものである。
　即ち液晶パネル８９において、レーザ光を透過させる領域と遮蔽する領域の境界を、図
１７（ｂ）の実線、破線、一点鎖線のように可変調整することで、レーザ光の径を可変で
きるものである。
　この場合、液晶パネル８９を駆動する液晶ドライバ９２に対して、透過領域を可変させ
るように制御することで、球面収差調整を実行させることができる。
【００９５】
　図１５におけるサーボ回路６１において、上述したフォーカスサーボループ及びトラッ
キングサーボループを形成する部分、及び球面収差調整値設定に関する部分を図１８に示
す。
　マトリクス回路５４からのフォーカスエラー信号ＦＥ、トラッキングエラー信号ＴＥは
、サーボ回路６１において、それぞれＡ／Ｄ変換器１１，２１によりデジタルデータに変
換されてＤＳＰ１０に入力される。
　ＤＳＰ１０には、フォーカスサーボ演算部１２，トラッキングサーボ演算部２２として
の機能が備えられている。
【００９６】
　そしてＡ／Ｄ変換器１１からのフォーカスエラー信号ＦＥは、加算器１５を介してフォ
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ーカスサーボ演算部１２に入力される。
　フォーカスサーボ演算部１２では、デジタルデータとされて入力されるフォーカスエラ
ー信号ＦＥに対して位相補償等のためのフィルタリングやループゲイン処理などの所定の
演算を行ってフォーカスサーボ信号を生成して出力する。フォーカスサーボ信号は、Ｄ／
Ａ変換器１３でアナログ信号に変換された後（ＰＷＭやＰＤＭなども含む）、フォーカス
ドライバ１４へ入力され、フォーカスアクチュエータを駆動する。即ち光ピックアップ５
１において対物レンズ８４を保持する二軸機構９１のフォーカスコイルに電流を印加し、
フォーカスサーボ動作を実行させる。
【００９７】
　トラッキングサーボ演算部２２では、デジタルデータとされて入力されるトラッキング
エラー信号ＴＥに対して位相補償等のためのフィルタリングやループゲイン処理などの所
定の演算を行ってトラッキングサーボ信号を生成して出力する。トラッキングサーボ信号
は、Ｄ／Ａ変換器２３でアナログ信号に変換された後（ＰＷＭやＰＤＭなども含む）、ト
ラッキングドライバ２４へ入力され、トラッキングアクチュエータを駆動する。即ち光ピ
ックアップ５１において対物レンズ８４を保持する二軸機構９１のトラッキングコイルに
電流を印加し、トラッキングサーボ動作を実行させる。
【００９８】
　またＤＳＰ１０においては、フォーカスバイアス設定、球面収差調整値設定、及びフォ
ーカスバイアスや球面収差調整設定のための制御機能部位が設けられる。
　加算器１５はフォーカスエラー信号ＦＥにフォーカスバイアスを加算する。加算するフ
ォーカスバイアス値はフォーカスバイアス設定部１６に設定されている。フォーカスバイ
アス設定部１６が、後述する調整処理で設定されたフォーカスバイアス値を出力すること
で、フォーカスサーボループに適正なフォーカスバイアスが加算されるものとなる。
【００９９】
　球面収差調整値設定部２０は球面収差調整機構による球面収差調整値が設定される。設
定された球面収差調整値はＤ／Ａ変換器２５によってアナログ信号とされ、球面収差調整
ドライバ２６に供給される。
　球面収差調整ドライバ２６は、例えば図１６のような球面収差調整機構の場合は、エキ
スパンダレンズ８７を移動させるアクチュエータ９０に駆動信号Ｓｄを供給する回路とさ
れる。また、図１７のような球面収差調整機構の場合は、液晶ドライバ９２に対して、液
晶パネル８９の所要のセルに電圧印加を指示する信号Ｓｄを供給する回路とされる。
　従って、球面収差調整ドライバ２６が、球面収差調整値設定部２０から供給された球面
収差調整値に基づいて、ピックアップ５１内の球面収差調整機構を駆動する構成となる。
【０１００】
　不揮発性メモリ１８は、フォーカスバイアス値や球面収差設定値としての初期値を記憶
したり、さらに、後述するフォーカスバイアス／球面収差調整によって得られた調整値、
即ち最適なフォーカスバイアス値及び球面収差調整値を記憶する。
　設定制御部１７は、フォーカスバイアス設定部１６での設定値や球面収差調整値設定部
２０の設定値を設定する。例えば不揮発性メモリ１８に記憶された値に設定したり、シス
テムコントローラ６０からの指示に応じて各設定値の変更を行う。
【０１０１】
　以上のようにＤＳＰ１０において形成されるフォーカスサーボ演算部１２、トラッキン
グサーボ演算部２２、さらにはフォーカスバイアス／球面収差調整値の調整に関する動作
は、システムコントローラ６０によって制御される。
【０１０２】
　本実施の形態のディスクドライブ装置では、フォーカスバイアス／球面収差調整の際に
は、その最適な調整のための評価値として、ジッタ値や再生データ振幅値（ＲＦ振幅値）
を用いる。
　これらの評価値を得るための構成例を図１９に示す。
【０１０３】
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　評価値は、ピックアップ５１内のフォトディテクタ８６によって得られた反射光に基づ
く信号、即ちマトリクス回路５４で処理されて生成される信号から得ることができる。本
例の場合は、特に再生データ信号（ＲＦ信号）から得る値とするため、一例としてリーダ
／ライタ回路５５内が図１９のように構成される。
【０１０４】
　図示するようにリーダ／ライタ回路５５には、ライト波形生成部３１，２値化回路３２
，ＲＦ再生処理部３３，ＰＬＬ回路３４，評価値計算部３５が設けられる。
　ライト波形生成部３１は、記録動作時において、変復調回路５６でエンコード処理され
た記録データに対して、記録補償処理として、記録層の特性、レーザー光のスポット形状
、記録線速度等に対する最適記録パワーの微調整やレーザドライブパルス波形の調整など
を行う。そしてこれらの処理を施した信号をレーザドライブパルスとしてレーザードライ
バ６３に供給する。
　再生時においては、マトリクス回路５４からの再生データ信号（ＲＦ信号）は、２値化
回路３２で２値化処理される。また２値化データに基づいてＰＬＬ回路３４で再生クロッ
クが生成される。
　２値化データはＲＦ再生処理部３３において、再生クロックに基づいて処理され、フェ
イズチェンジマークから読み出されたデータとされて変復調回路５６に供給される。
【０１０５】
　評価値計算部３５は、ＲＦ再生処理部３３の処理上でジッタ値を計算する。
　或いは再生データ信号（ＲＦ信号）の振幅について、そのピーク／ボトム検出を行って
ＲＦ振幅値を算出する。
　評価値計算部３５は、これら評価値として得たジッタ値、又はＲＦ振幅値をシステムコ
ントローラ６０に供給する。
【０１０６】
　フォーカス状態、即ちフォーカスバイアスの調整は次のように行われる。
　システムコントローラ６０は、フォーカスサーボをオンとし、ディスク１のプリライト
エリアに対しての再生動作を実行させる。このとき、サーボ回路６１内の設定制御部１７
に指示してフォーカスバイアス値を段階的に変化させるとともに、各フォーカスバイアス
値の状態において評価値計算部３５で得られるジッタ値を観測する。
　フォーカスバイアス値によって、ジッタ値は図２０のように変動する。ジッタ値が最小
となるポイントがフォーカスバイアスとしての最適値である。即ちシステムコントローラ
６０は、フォーカスバイアス値を変化させてジッタ値を観測しながら、ジッタ値が小さく
なる方向にフォーカスバイアス値を収束させていくことで、最適なフォーカスバイアス値
を検出することができる。
　或る記録層におけるプリライトエリアを再生しながら、以上のような動作で検出したフ
ォーカスバイアス値は、その記録層に対するフォーカス調整値として不揮発性メモリ３２
に記憶させる。
　なお、評価値としては、ジッターのかわりに、データのエラーレートや、エラーレート
のかわりとなる指標値として、例えばＰＲＭＬ復号処理の際に得られるＳＡＭ評価値（Ｓ
ＡＭジッタ）などを用いても良い。
【０１０７】
　球面収差調整は次のように行われる。
　球面収差調整は例えば図１６のエキスパンダレンズ８７と対物レンズ９１の間の距離の
調整として行われる。図２１（ａ）（ｂ）（ｃ）に、ディスク１の記録層Ｌ０，Ｌ１，Ｌ
２に対するレーザ光の収束状態を模式的に示している。
　ディスク１を記録再生する際、レーザ光はディスク１のカバー層ＣＶＬを介して、記録
層に収束する。例えば３層ディスクを例に挙げると、第１層Ｌ０からみれば第２層Ｌ１、
第３層Ｌ２及びそれらの中間層もカバー層とみなされる。このため図示するように、第１
層Ｌ０にとってはカバー層ＣＶＬが厚く、第２層Ｌ１、第３層Ｌ２は、徐々にカバー層Ｃ
ＶＬが薄くなるといえる。
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　各記録層毎の球面収差の調整は、このように、レーザ光が入射するカバー層の厚みが異
なることによって必要となるものである。
　エキスパンダレンズ８７を移動させ、エキスパンダレンズ８７と対物レンズ９１の間の
距離を調整することにより、レーザ光の口径をかえることができ、これにより、球面収差
量をかえることができる。
　図２１（ｄ）に示すように、球面収差の影響は再生信号振幅に現れるため、システムコ
ントローラ６０は、エキスパンダレンズ８７の位置を変化させながら、評価値計算部３５
で観測される再生信号振幅を測定し、エキスパンダレンズ８７の位置を最大の再生信号振
幅が得られるポイントに調整すればよい。
　もちろん図１７のような球面収差調整機構の場合は、液晶パネル８９に対する最適な駆
動信号を、再生信号振幅を監視しながら探せばよい。
　或る記録層におけるプリライトエリアを再生しながら、以上のような動作で検出した球
面収差調整値（例えばエキスパンダレンズ８７の制御位置の設定値）は、その記録層に対
する球面収差調整値として不揮発性メモリ１８に記憶させる。
　なお、この場合の評価値としても、再生信号振幅のかわりに、データのエラーレートや
ＳＡＭ評価値などを用いても良い。
【０１０８】
［５．ディスク装填時の処理］

　ディスク１が装填された際のディスクドライブ装置の動作を図２２～図２５で説明する
。図２２～図２５は、システムコントローラ６０の制御によって実行される処理のフロー
チャートである。
【０１０９】
　システムコントローラ６０は、図２２のステップＦ１０１でディスク１がディスクドラ
イブ装置に装填されたことを検出したら、ステップＦ１０２で、そのディスク１に対する
立ち上げ処理を実行する。即ち、サーボ回路６１，スピンドル回路６２，レーザドライバ
６３に指示して、スピンドルモータ５２の回転、スピンドル回転整定、レーザ発光、フォ
ーカスサーチ、フォーカスサーボオン、トラッキングサーボオンの各動作を実行させ、デ
ィスク１から情報読み取り可能な状態とする。そしてリードインエリアに記録されている
情報の読出を行う。
【０１１０】
　次にステップＦ１０３では、リードインエリアから読み出された情報において、ＤＭＡ
の情報を確認する。上述したように、ＤＭＡはクローズ処理がされた場合に交替管理情報
が記録されるものである。従って、ＤＭＡに有効な情報としての交替管理情報が記録され
ていれば、ステップＦ１０４からＦ１０５に進んで、装填されたディスク１は既にクロー
ズされたディスクであると判別する。
【０１１１】
　一方、ＤＭＡが未記録の状態であれば、システムコントローラ６０の処理はステップＦ
１０４からＦ１０６に進み、次にリードインエリアから読み出された情報において、ＴＤ
ＭＡを確認する。ＴＤＭＡには、初期化の際に、最初の交替管理情報が記録される。従っ
て、ＴＤＭＡが未記録の状態であれば、ステップＦ１０７からＦ１０８に進み、装填され
たディスク１は初期化前のディスクと判断する。
　またＴＤＭＡに少なくとも１回以上、交替管理情報が記録されていれば、ステップＦ１
０７からＦ１０９に進み、装填されたディスク１は、初期化された後、まだクローズ処理
されていないディスクであると判別する。
【０１１２】
　ステップＦ１０８で初期化前のディスクが装填されたと判別した場合は、システムコン
トローラ６０の処理は図２３のステップＦ１２０に進み、初期化を実行するか否かを判断
する。初期化前のディスクが装填されたときに初期化を行うか否かは、予めディスクドラ
イブ装置の動作として決められていても良いし、モード設定などにより選択可能でも良い
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。もちろんステップＦ１２０の時点でユーザーに対して初期化をするか否かの選択を求め
ても良い。
　初期化を行わないのであれば、そのディスク１に対する処理を終える。
　初期化を行う場合は、ステップＦ１２１に進み、既に読み込んだリードインエリアのプ
リレコーデッド情報領域ＰＲにおけるＰＩＣ情報を確認する。ここでは記録レーザパワー
等の記録条件の推奨値等を確認する。
　そしてステップＦ１２２では、上記記録条件の推奨値を目安にしながら、テストライト
エリアＯＰＣを用いて記録条件調整を実行する。例えば記録レーザパワーやライトストラ
テジ（記録レーザパルス波形）の調整を行う。システムコントローラ６０は、テストライ
トエリアＯＰＣに対して所定のデータ書込を実行させるとともに、例えば評価値計算部３
５で観測される評価値等を監視しながら、最適な記録レーザパワーやレーザ駆動パルス波
形を検出し、これらを最適状態に調整する。
【０１１３】
　続いてステップＦ１２３では、システムコントローラ６０は、プリライトエリアへの書
込を実行するか否かを判断する。初期化の際にプリライトエリアへの書込を実行するか否
かは予め決められていても良いし、初期化方式として選択できるようにしてもよい。また
ユーザーに対してプリライトエリアへの書込を実行するか否かの選択を求めても良い。
　プリライトエリアへの書込を実行しないのであれば、ステップＦ１２６に進んで、ＴＤ
ＭＡに初回の交替管理情報を記録し、初期化を終える。ＴＤＭＡに記録されるＤＤＳ情報
（図１１参照）にはプリライトエリアフラグが含まれるが、この場合、プリライトエリア
の書込を行わないことから、プリライトエリアフラグの各ビット値は「０」にセットする
。
【０１１４】
　システムコントローラ６０は、プリライトエリアへの書込を実行する場合は、ステップ
Ｆ１２３からＦ１２４に進み、プリライトエリアへの、フォーカス状態や球面収差の調整
用データの書込を実行させる。例えば調整用データとして値が００ｈのデータ等を発生さ
せ、リーダ／ライタ回路５５、サーボ回路６１，スピンドル回路６２、光ピックアップ５
１の記録動作を実行させて、調整用データをプリライトエリアに書き込む。
　なお、ディスク１がｎ層ディスクであった場合、この時点で全ての記録層のプリライト
エリアに調整用データを書き込むようにしてもよいし、例えば第１層Ｌ０についてのみな
ど、一部の記録層のプリライトエリアのみの書込を行うようにしても良い。
　プリライトエリアへの書込を完了したら、ステップＦ１２５に進んで、ＴＤＭＡに初回
の交替管理情報を記録し、初期化を終える。この場合、ＴＤＭＡに記録されるＤＤＳ情報
に含まれるプリライトエリアフラグは、プリライトエリアの書込を行なった記録層に対応
するビット値が「１」にセットされる。
【０１１５】
　ディスク１が装填された後、図２２のステップＦ１０９で初期化済みのディスクと判別
された場合は、システムコントローラ６０の処理は図２４のステップＦ１３１に進む。
　この場合も、既に読み込んだリードインエリアのプリレコーデッド情報領域ＰＲにおけ
るＰＩＣ情報を確認し、記録レーザパワー等の記録条件の推奨値等を確認する。
　次にステップＦ１３２では、プリライトエリアに調整用データが記録済であるか否かを
確認する。これはＴＤＭＡにおける最新のＤＤＳ情報に含まれるプリライトエリアフラグ
の値を確認する処理となる。
　通常、初期化の際にプリライトエリアが記録されるとすると、この時点ではプリライト
エリアフラグの値から、プリライトエリアには既に調整用データが記録されていると判断
できる。その場合はステップＦ１３３に進み、システムコントローラ６０は上述したフォ
ーカス状態と球面収差の調整処理を実行させる。即ちプリライトエリアの再生を実行させ
ながら、段階的にフォーカスバイアス値を変化させ、評価値計算部３５で観測されるジッ
タ値を監視していくことで、フォーカスバイアス値を最適値に収束させる。また段階的に
球面収差調整値を変化させながら評価値計算部３５で観測される再生信号振幅を監視し、
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球面収差調整値を最適値に収束させる。
【０１１６】
　なお、このとき、例えば第１層Ｌ０など、特定の記録層のプリライトエリアの調整用デ
ータを再生させて、その特定の記録層についてのみフォーカスバイアス値と球面収差調整
値を調整しても良いし、複数の記録層に対して順次フォーカスバイアス値と球面収差調整
値を調整してもよい。
　特定の記録層のみについて調整する場合は、その後記録再生を行おうとする記録層に対
して行ない、フォーカスバイアス値と球面収差調整値を最適値にセットした状態とすれば
よい。
　また全ての記録層について調整する場合は、例えばまず第１層Ｌ０のプリライトエリア
を再生させながらフォーカスバイアス値と球面収差調整値を調整し、その調整値を第１層
Ｌ０に対する最適値として不揮発性メモリ３２に記憶し、次に第２層Ｌ１のプリライトエ
リアを再生させながらフォーカスバイアス値と球面収差調整値を調整し、その調整値を第
２層Ｌ１に対する最適値として不揮発性メモリ３２に記憶し、・・・というように順次最
適値を検出して記憶していく。そして、全記録層について調整が完了した時点で、これか
ら記録再生を行おうとする記録層に応じた最適値をセットすればよい。
【０１１７】
　続いてステップＦ１３４では、ＰＩＣ情報から読み込んだ記録条件の推奨値を目安にし
ながら、テストライトエリアＯＰＣを用いて記録条件調整を実行する。例えば記録レーザ
パワーやライトストラテジ（記録レーザパルス波形）の調整を行う。システムコントロー
ラ６０は、テストライトエリアＯＰＣに対して所定のデータ書込を実行させるとともに、
例えば評価値計算部３５で観測される評価値等を監視しながら、最適な記録レーザパワー
やレーザ駆動パルス波形を検出し、これらを最適状態に調整する。
　そして記録条件調整を終えたら、ステップＦ１４０に進み、記録又は再生に対するスタ
ンバイ状態とする。
【０１１８】
　ところで、初期化時にプリライトエリアへの書込が行われなかった場合、例えば本例の
ディスクドライブ装置において、ユーザーが初期化の際にプリライトエリアへの書込を求
めない動作方式を選択した場合や、プリライトエリアへの書込が行われない他のディスク
ドライブ装置によって初期化された場合などは、ステップＦ１３２でプリライトエリアが
未記録と判断される。
　この場合はステップＦ１３５に進み、ＰＩＣ情報から読み込んだ記録条件の推奨値を目
安にしながら、テストライトエリアＯＰＣを用いて記録条件調整（記録レーザパワーやラ
イトストラテジの調整）を実行する。
　さらにこの時点で同時に、フォーカス状態と球面収差の調整も行う。つまりテストライ
トエリアＯＰＣにおいてフォーカス状態と球面収差の調整を行うことになる。
【０１１９】
　各調整を終えたら、次にステップＦ１３６で、プリライトエリアへの調整用データの書
込を実行する。なお、この場合も、全部の記録層のプリライトエリアへの書込を実行する
動作方式や、一部の記録層のプリライトエリアへの書込を実行する動作方式が考えられる
。
　プリライトエリアへの書込が完了したら、ステップＦ１３７に進んで、ＴＤＭＡに新た
なＤＤＳ情報を記録する。この場合、ＤＤＳ情報に含まれるプリライトエリアフラグは、
プリライトエリアの書込を行なった記録層に対応するビット値が「１」にセットされる。
　そしてステップＦ１４０に進み、記録又は再生に対するスタンバイ状態とする。
【０１２０】
　スタンバイ状態となった後は、ＡＶシステム１２０からのコマンドに応じて記録再生を
行う。図２５は、スタンバイ状態となった後の処理を概略的に示している。
　ステップＦ１４０として記録又は再生のスタンバイ状態にあるときに、再生指示があっ
たら、システムコントローラ６０はステップＦ１４１からＦ１４２に進み、再生指示に応
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じて上述した再生動作を実行させ、再生データをＡＶシステム１２０に転送する。
　記録指示があった場合は、システムコントローラ６０はステップＦ１４３からＦ１４４
に進み、記録指示に応じて上述した記録動作を実行させ、ＡＶシステム１２０から転送さ
れてきたデータのディスク１への記録を実行する。また記録に伴ってＤＤＳ情報等の更新
が必要になるため、ステップＦ１４５でＴＤＭＡに新たなＤＤＳ情報等を記録する。
【０１２１】
　なお、記録或いは再生の過程で、記録層の移行が発生する場合は、フォーカスバイアス
値と球面収差調整値は、その新たな記録層に適した値に切り換えられる。例えば図２４の
ステップＦ１３３での調整が、全ての記録層について行われていれば、記録層を移行する
時点で、不揮発性メモリ３２に記憶された、移行先の記録層の最適値に、フォーカスバイ
アス値と球面収差調整値が切り換えられればよい。
　もしステップＦ１３３の時点で、移行先の記録層についての調整が行われていないので
あれば、移行する時点で、移行先の記録層のプリライトエリアを用いて、フォーカスバイ
アス値と球面収差調整値の調整を実行する。
【０１２２】
　また図２４の処理により、プリライトエリアへの書込が行われていないディスクの場合
はステップＦ１３６でプリライトエリアへの書込が行われるとしたが、例えばステップＦ
１４３で記録指示があった場合に、プリライトエリアの書込有無を判断して、調整用デー
タが記録されていなければ、その時点でプリライトエリアへの書込を行うような処理例も
考えられる。
【０１２３】
　例えばＡＶシステム１２０から、ディスク１に対するクローズ処理の指示があった場合
は、システムコントローラ６０の処理はステップＦ１４６からＦ１４７に進み、クローズ
処理を行う。即ちＴＤＭＡにおける最新のＤＭＡ情報を、ＤＭＡに書き込む。これにより
ステップＦ１４８でクローズ処理終了とされ、そのディスク１は、以降は再生のみに用い
られるクローズされたディスクとなる。
【０１２４】
　このようにクローズされたディスクが装填された場合は、図２２で説明したようにステ
ップＦ１０５でクロージングディスクと判断される。
　この場合、システムコントローラ６０は図２２のステップＦ１１０でプリライトエリア
を用いたフォーカスバイアス値と球面収差調整値の調整を実行させ、ステップＦ１１１で
再生スタンバイ状態とする。以降は、再生指示に応じて再生動作が行われる。
【０１２５】
　以上のように本実施の形態では、ディスク１の各記録層に、フォーカス状態と球面収差
の調整に用いる調整用記録領域としてプリライトエリアが設けられている。またディスク
ドライブ装置は、初期化時にステップＦ１２４でプリライトエリアに調整用データの書込
を行い、或いはプリライトエリアに調整用データの書込が行われていないディスクが装填
された場合に、記録再生のスタンバイに先だってステップＦ１３６、或いはステップＦ１
４４の記録動作の際などに、プリライトエリアへの調整用データの記録を実行する。さら
にディスクドライブ装置は、プリライトエリアへの調整用データの記録に応じて、その記
録有無を示す記録済判別情報としてのプリライトエリアフラグを更新する（ステップＦ１
２５、Ｆ１３７）。
　ディスクドライブ装置は、記録動作又は再生動作の際に、ステップＦ１３２でプリライ
トエリアフラグを確認することで、各記録層におけるプリライトエリアに調整用データが
記録されているか否かを即座に認識できる。つまり実際にプリライトエリアを再生してみ
て、記録済か否かを判断する必要はない。
　そしてプリライトエリアに調整用データが記録されていれば、ステップＦ１３３でプリ
ライトエリアの再生を行いフォーカス状態や球面収差の調整を迅速に実行できる。特に専
用の調整用記録領域であるプリライトエリアを用いて、レーザパワー等の記録条件調整と
は独立してフォーカス状態や球面収差を調整できるため、調整自体も短時間で完了できる
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。
　このことから、記録又は再生の際に、フォーカス状態や球面収差の調整を短時間で実行
でき、ディスク装填からステップＦ１４０のスタンバイに至るまでの時間を短縮できる。
　またｎ層ディスクの場合についても、各記録層にプリライトエリアが形成されているた
め、各記録層毎に最適なフォーカスバイアス値と球面収差調整を行うことができる。
【０１２６】
　なお、プリライトエリアに調整用データの書込が行われておらず、ステップＦ１３５で
記録条件調整とともにテストライトエリアＯＰＣでフォーカスバイアス値と球面収差調整
を行う場合は、非常に時間がかかるものとなる。処理が非常に煩雑化し、かつ相互に調整
値が影響を与えあうためである。
　ところが本例の場合、このようなプリライトエリアが未記録のディスクが装填された場
合は、ステップＦ３１６等でプリライトエリアに調整用データの書込が行われるため、次
回以降は、ステップＦ１３３，Ｆ１３４の処理で調整の迅速化が実現できるものとなる。
【０１２７】
　なお、ディスク１におけるプリライトエリアの位置は、上記例に限られず、例えば外周
側のリードアウトゾーン又はアウターゾーン内に設けられても良い。さらに内周側（リー
ドインゾーン又はインナーゾーン）と外周側（リードアウトゾーン又はアウターゾーン）
の両方に設けられても良い。
　また、記録再生進行方向を考慮して、第１層Ｌ０、第３層Ｌ２・・・はプリライトエリ
アを内周側に設け、第２層Ｌ１、第４層Ｌ３はプリライトエリアを外周側に設けることも
考えられる。
　また、記録済判別情報としてのプリライトエリアフラグの記録位置も上記例以外に各種
考えられる。
　また、ディスク１はライトワンス型のディスクとして述べたが、本例のディスクドライ
ブ装置は、相変化記録ディスクや光磁気記録ディスクなどの書換可能型のディスクに対応
するディスクドライブ装置としても適用できる。
　また、ディスク以外の形態の光記録媒体であっても本発明は適用できる。
【符号の説明】
【０１２８】
　１　ディスク、１０　ＤＳＰ、１１，２１　Ａ／Ｄ変換器、１２　フォーカスサーボ演
算部、１３，２３，２５　Ｄ／Ａ変換器、１４　フォーカスドライバ、１５　加算器、１
６　フォーカスバイアス設定部、１７　設定制御部、１８　不揮発性メモリ、２０　球面
収差調整値設定部、２２　トラッキングサーボ演算部、２４　トラッキングドライバ、２
６　球面収差調整ドライバ、３１　ライト波形生成部、３２　２値化回路、３３　ＲＦ再
生処理部、３４　ＰＬＬ回路、３５　評価値計算部、５１　ピックアップ、５２　スピン
ドルモータ、５３　スレッド機構、５４　マトリクス回路、５５　リーダ／ライタ回路、
５６　変復調回路、５７　ＥＣＣエンコーダ／デコーダ、５８　ウォブル回路、５９　ア
ドレスデコーダ、６０　システムコントローラ、６１　サーボ回路、６２　スピンドルサ
ーボ回路、６３　レーザドライバ、８７　エキスパンダ、８９　液晶パネル、１２０　Ａ
Ｖシステム
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【図２５】

【手続補正書】
【提出日】平成23年5月30日(2011.5.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の記録層が形成された１回データが書込可能なライトワンス型光記録媒体であって
、複数の各記録層における所定位置に、記録又は再生に用いるレーザ光のフォーカス状態
又は球面収差を調整するための調整用データが記録される調整用記録領域が設けられてい
ると共に、上記各記録層における上記調整用記録領域に上記調整用データが記録済である
か否かを示す記録済判別情報を記録する判別情報記録領域が設けられ、上記判別情報記録
領域に記録される上記記録済判別情報は、上記各記録層のそれぞれに１ビットが対応して
、上記１ビット値により上記調整用データが記録済であるか否かを示す情報とされる光記
録媒体に対してデータ記録を行う記録装置において、
　上記光記録媒体に対してデータ記録を行う記録手段と、
　上記判別情報記録領域における上記記録済判別情報により、上記各記録層の上記調整用
記録領域の記録状態を判別し、当該判別結果に基づいて、全部又は一部の記録層における
上記調整用記録領域に対して、上記調整用データを、上記記録手段に記録させる制御手段
と、
　を備え、
　上記制御手段は、上記各記録層の上記調整用記録領域の記録状態の判別結果が未記録の
場合、未記録の全部又は一部の記録層における上記調整用記録領域に対して、上記調整用
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データを、上記記録手段に記録させる
　記録装置。
【請求項２】
　複数の記録層が形成された１回データが書込可能なライトワンス型光記録媒体であって
、複数の各記録層における所定位置に、記録又は再生に用いるレーザ光のフォーカス状態
又は球面収差を調整するための調整用データが記録される調整用記録領域が設けられてい
ると共に、上記各記録層における上記調整用記録領域に上記調整用データが記録済である
か否かを示す記録済判別情報を記録する判別情報記録領域が設けられ、上記判別情報記録
領域に記録される上記記録済判別情報は、上記各記録層のそれぞれに１ビットが対応して
、上記１ビット値により上記調整用データが記録済であるか否かを示す情報とされる光記
録媒体に対する記録方法として、
　上記調整用記録領域に上記調整用データを記録する調整用データ記録ステップと、
　上記調整用データ記録ステップによる記録に応じて、上記判別情報記録領域における上
記記録済判別情報により、上記各記録層の上記調整用記録領域の記録状態を判別し、当該
判別結果に基づいて、全部又は一部の記録層における上記判別情報記録領域に上記記録済
判別情報を記録する判別情報記録ステップと、
　を備え、
　上記判別情報記録ステップにおいて、上記各記録層の上記調整用記録領域の記録状態の
判別結果が未記録の場合、未記録の全部又は一部の記録層における上記調整用記録領域に
上記記録済判別情報を記録する
　記録方法。
　
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は光ディスク等の光記録媒体に対する記録装置、記録方法に関する。
　
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の記録装置は、上記光記録媒体に対してデータ記録を行う記録装置であり、上記
光記録媒体に対してデータ記録を行う記録手段と、上記判別情報記録領域における上記記
録済判別情報により、上記各記録層の上記調整用記録領域の記録状態を判別し、当該判別
結果に基づいて、全部又は一部の記録層における上記調整用記録領域に対して、上記調整
用データを、上記記録手段に記録させる制御手段と、を備え、上記制御手段は、上記各記
録層の上記調整用記録領域の記録状態の判別結果が未記録の場合、未記録の全部又は一部
の記録層における上記調整用記録領域に対して、上記調整用データを、上記記録手段に記
録させる。
　
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の記録方法は、上記光記録媒体に対する記録方法であり、上記調整用記録領域に
上記調整用データを記録する調整用データ記録ステップと、上記調整用データ記録ステッ
プによる記録に応じて、上記判別情報記録領域における上記記録済判別情報により、上記
各記録層の上記調整用記録領域の記録状態を判別し、当該判別結果に基づいて、全部又は
一部の記録層における上記判別情報記録領域に上記記録済判別情報を記録する判別情報記
録ステップと、を備え、上記判別情報記録ステップにおいて、上記各記録層の上記調整用
記録領域の記録状態の判別結果が未記録の場合、未記録の全部又は一部の記録層における
上記調整用記録領域に上記記録済判別情報を記録する。
　
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２６】
　なお、プリライトエリアに調整用データの書込が行われておらず、ステップＦ１３５で
記録条件調整とともにテストライトエリアＯＰＣでフォーカスバイアス値と球面収差調整
を行う場合は、非常に時間がかかるものとなる。処理が非常に煩雑化し、かつ相互に調整
値が影響を与えあうためである。
　ところが本例の場合、このようなプリライトエリアが未記録のディスクが装填された場
合は、ステップＦ１３６等でプリライトエリアに調整用データの書込が行われるため、次
回以降は、ステップＦ１３３，Ｆ１３４の処理で調整の迅速化が実現できるものとなる。
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